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〇
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『
漢
書
』

文
志
・
詩
賦
略
と
歬
漢
の
辭
賦
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日
本
中
國
學
會
報　

第
六
十
七
集

四
六

は
じ
め
に

　

辭
賦
は
漢
代
を
代
表
す
る
文
學

式
で
あ
っ
た
。
し
か
し
今
に
傳
わ
る
作
品
は

く
ほ
ど
少
な
い
。『
漢
書
』

文
志
・
詩
賦
略
に
は
歬
漢
の
作
家
が
七
十
三
家
、

作
品
は
九
四
一
篇
が

錄
さ
れ
て
い
る
が
、
現
在
槪
要
を
理
解
で
き
る
作
品
は
そ

の
一
割
に
も
及
ば
な
い（
１
）。
そ
し
て
歬
漢
の
辭
賦
に
つ
い
て
は
、
こ
の
一
割
の
作
品

に
よ
っ
て
論
じ
る
の
が
、
從
來
の
ほ
と
ん
ど
の
硏
究
で
あ
っ
た
。
し
か
し
こ
の
よ

う
な
方
法
で
は
、
當
時
の
標
準
的
な
辭
賦
の
㊒
り

を
正
し
く
理
解
す
る
こ
と
は

き
わ
め
て
難
し
い
。
今
に
傳
わ
る
諸
作
品
の
ほ
か
に
、
失
わ
れ
た
作
品
や
無
名
の

作
家
の
存
在
を
踏
ま
え
、
歬
漢
辭
賦
の
作
品
や
作
家
に
つ
い
て
全
體
像
を
把
握
し

な
け
れ
ば
、
歬
漢
辭
賦
の
本
質
も
文
學
史
上
の
意
義
も
、
正
確
に
見
定
め
る
こ
と

は
で
き
な
い
だ
ろ
う
。
そ
こ
で
小
論
は
現
存
す
る
作
品
や
斷
片
的
な
佚
文
を
諸
書

に
探
し
求
め
る
ほ
か
、『
漢
書
』

文
志
・
詩
賦
略
の

錄
を
一
つ
一
つ
つ
ぶ
さ

に
分
析
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
失
わ
れ
た
九
割
以
上
の
辭
賦
に
つ
い
て
解
朙
を
進

め
る
。
失
わ
れ
た
辭
賦
作
品
は
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
の
か
。
そ
の
作
家
は

ど
の
よ
う
な
人
々
で
あ
っ
た
の
か
。
ま
た
作
品
の
傳
世
や
散
佚
は
ど
の
よ
う
な
經

緯
に
よ
っ
た
の
か
。
こ
う
し
た
問
題
を
檢
討
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
歬
漢
當
時
に

お
け
る
辭
賦
の
㊒
り

の
復
原
を
試
み
た
い
。

一
、
傳
世
作
品
に
つ
い
て

　

は
じ
め
に
現
存
す
る
辭
賦
作
品
の
範
圍
を
確
定
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、
衆

知
の
通
り
諸
說
紛
紛
と
し
て
定
ま
ら
な
い
。
小
論
は
歬
漢
に
お
け
る
辭
賦
の
全
體

を
槪

す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
の
で
、
ひ
と
ま
ず
『
漢
書
』

文
志
・
詩
賦
略

の

錄
範
圍
を
基
準
と
す
る
。
そ
の
た
め
辭
と
賦
を
區
別
せ
ず
、
辭
賦
と
總
稱
す

る
。

　
『
漢
書
』

文
志
・
詩
賦
略
の
辭
賦
は
、
屈
原
賦
・
陸
賈
賦
・
孫
卿
賦
・
雜
賦

に
分
け
ら
れ
て
い
る
が
、
分
類
基
準
に
つ
い
て
は
定
說
を
見
な
い
。
そ
こ
で
小
論

で
は
こ
の
四
分
類
に
と
ら
わ
れ
ず
、
ま
ず
現
存
す
る
作
品
や
佚
文
に
よ
っ
て
現
在

考
え
ら
れ
る
歬
漢
辭
賦
文
學
の
槪
要
を
確
認
し
、
そ
の
後
に
作
品
の
散
佚
し
た
作

家
や
、
佚
名
の
作
家
に
つ
い
て
究
朙
を
進
め
る
こ
と
と
す
る
。

　

そ
れ
で
は
現
存
す
る
作
品
の
う
ち
、
槪
要
を
理
解
で
き
る
程
度
に
本
文
を
遺
し

て
い
る
傳
世
作
品
と
、
そ
の
作
家
名
を
擧
げ
よ
う（

２
）。（

錄
書
名
は
本
文
の
槪
要
の

窺
え
る
も
の
を
選
び
、
重
出
は
朙
示
し
な
い
。
作
家
名
の
下
の
數
字
は
漢
志
・
詩
賦
略
に

錄
さ
れ
た
篇
數
で
あ
り
、
括

付
き
の
數
字
は
諸
子
略
で
の

錄
篇
數
。
＊
は
『
漢
書
』

『
漢
書
』

文
志
・
詩
賦
略
と
歬
漢
の
辭
賦

�
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『
漢
書
』

文
志
・
詩
賦
略
と
歬
漢
の
辭
賦

四
七

無
名
氏
＊
：
神
烏
賦
（
尹
灣
漢

）

　

こ
の
よ
う
に
、
無
名
氏
も
含
め
十
七
家
の
四
十
四
篇
の
作
品
が
傳
世
し
、
そ
の

槪
要
を
理
解
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
し
か
し
そ
の
篇
數
は
、
漢
志
・
詩
賦
略
の

錄
九
四
一
篇
の
五
％
に
も
及
ば
な
い
（「
七
諫
」「
九
歎
」「
九
懷
」
を
そ
れ
ぞ
れ
七
篇
・

九
篇
・
九
篇
と
數
え
て
も
合
計
は
六
十
六
篇
、
七
％
で
あ
る
）。
し
か
も
十
七
家
四
十
四

篇
の
う
ち
四
家
六
篇
は
漢
志
に

錄
さ
れ
て
い
な
い
。

　

四
十
四
篇
を

錄
す
る
書
物
を
一
瞥
す
る
と
、『
楚
辭

句
』『
史
記
』『
漢

書
』『
文
選
』『

文
類
聚
』『
古
文

』
に
限
定
さ
れ
て
い
る
。
歬
漢
の
辭
賦
作

品
は
こ
う
し
た
書
に

載
さ
れ
る
以
外
に
傳
世
の
方
法
が
な
か
っ
た
と
言
え
る
。

　

作
品
の
內
容
を
見
る
と
、
敍
情
賦
が
目
に
付
く
。
敍
情
賦
は
、『
楚
辭

句
』

が

め
る
漢
代
の
作
、
そ
し
て
そ
れ
に
連
な
る
賈
誼
「
鵩
鳥
賦
」、

仲
舒
「
士

不
遇
賦
」、
司
馬
遷
「
悲
士
不
遇
賦
」、
班
婕
妤
「
自
悼
賦
」
の
よ
う
に
自
ら
の
不

遇
や
失
意
を
嘆
く
作
、
ま
た
賈
誼
「
弔
屈
原
賦
」
や
楊
雄
「
反
離
騷
」
の
よ
う
に

他
者
を
哀
悼
す
る
作
が
擧
げ
ら
れ
る
。
こ
れ
ら
は
作
家
が
內
面
の
欲
求
に
基
づ
き

自
發
的
に
制
作
し
た
作
で
あ
り
、
後
述
す
る
、
歬
漢
の
當
時
、
皇
帝
な
ど
の
た
め

に
盛
ん
に
制
作
さ
れ
た
獻
賦
と
は
朙
確
に
區
別
で
き
る
。
不
遇
や
失
意
を
嘆
く
作

が
、
獻
納
を
目
的
と
し
た
と
は
考
え
ら
れ
な
い
か
ら
で
あ
る
。

　

漢
志
・
詩
賦
略
は
、
漢
朝
が

集
し
た
作
を

錄
す
る
の
で
あ
る
か
ら
、
獻
賦

が
多
數
を
占
め
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
の
中
に
獻
賦
で
は
な
い
敍
情
賦
が

錄
さ
れ
る
に
は
、
歷
代
朝
廷
の
も
と
で
漸
次

集
さ
れ
た
か
、
あ
る
い
は
漢
志
の

序
に
見
え
る
謁
者
の
陳
農
が
集
め
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
ま
た
、
賈
誼
の
「
弔
屈

原
賦
」
と
「
鵩
鳥
賦
」
に
つ
い
て
、
太
史
公
が
讀
ん
で
感
じ
入
っ
た
こ
と
を
書
き

殘
し
て
い
る
か
ら
、
優
れ
た
作
品
は
漢
朝
に

め
ら
れ
る
こ
と
も
あ
っ
た
の
で
あ

ろ
う（
５
）。

文
志
に
一
切

錄
の
な
い
者
で
あ
る
。）

嚴
忌
（

夫
子
）
24
：
哀
時
命
（『
楚
辭

句
』）

賈
誼
７
：
惜
誓
（『
楚
辭

句
』）、
弔
屈
原
賦
・
鵩
鳥
賦
（『
史
記
』
賈
誼
傳
）、

旱
雲
賦
（『
古
文

』
卷
三
）

枚
乘
９
：
七
發
（『
文
選
』
卷
三
四
）、
梁
王

園
賦
（『

文
類
聚
』
卷
六
五
）

劉
安
（
淮
南
王
）
82
：
屛
風
賦
（『

文
類
聚
』
卷
六
九
）

淮
南
王
群
臣
44
：
招
隱
士
（『
楚
辭

句
』）

司
馬
相
如
29
：
子
虛
賦
・
上
林
賦
・
哀
二
世
賦
・
大
人
賦
（『
史
記
』
司
馬
相
如
傳
）、

長
門
賦
（『
文
選
』
卷
一
六
）、
美
人
賦
（『

文
類
聚
』
卷
一
八
）

仲
舒
（
123
）：
士
不
遇
賦
（『

文
類
聚
』
卷
三
〇
）

劉
徹
〔
武
帝（
３
）〕
２
：
李
夫
人
賦
（『
漢
書
』
外
戚
傳
）、
秋
風
辭
（『
文
選
』
卷

四
五
）

司
馬
遷
８
：
悲
士
不
遇
賦
（『

文
類
聚
』
卷
三
〇
）

東
方

（
20
）：
七
諫
（『
楚
辭

句
』）、
答
客
難
・
非
㊒
先
生
論
（『
漢
書
』

東
方

傳
）

劉
向
33
：
九
歎
（『
楚
辭

句
』）、
請
雨

山
賦
（『
古
文

』
卷
二
一
）

王
褒
16
：
九
懷
（『
楚
辭

句
』）、
洞
簫
賦
（『
文
選
』
卷
一
七
）、
甘
泉
賦
（『

文
類

聚
』
卷
六
二
）

楊
雄（
４
）12
：
反
離
騷
・
甘
泉
賦
・
河
東
賦
・
校
獵
賦
・
長
楊
賦
・
解

・
解
難

（『
漢
書
』
楊
雄
傳
）、
酒
賦
（『
漢
書
』
游
俠
傳
）、
逐
貧
賦
（『

文
類
聚
』
卷

三
五
）、
蜀
都
賦
（『

文
類
聚
』
卷
六
一
）、
太
玄
賦
（『
古
文

』
卷
四
）

劉

＊
：
遂
初
賦
（『
古
文

』
卷
五
）、
甘
泉
宮
賦
（『

文
類
聚
』
卷
六
二
）

班
婕
妤
＊
：
自
悼
賦
（『
漢
書
』
外
戚
傳
）、
擣
素
賦
（『

文
類
聚
』
卷
八
五
）

息
夫
躬
＊
：
絕
命
辭
（『
漢
書
』
息
夫
躬
傳
）



日
本
中
國
學
會
報　

第
六
十
七
集

四
八

が

錄
す
る
作
家
の
名
と
卷
數
を
示
そ
う
。

賈
誼
４
、
枚
乘
２
、
劉
安
１
、
司
馬
相
如
１
、
孔
臧
２
、

仲
舒
１
、
劉
徹

１
、
司
馬
遷
１
、
東
方

２
、
吾
丘
壽
王
２
、
劉
向
６
、
王
褒
５
、
楊
雄
５
、

劉

５
、
班
婕
妤
１
、
息
夫
躬
１

　

作
品
が
傳
世
し
、
漢
志
・
詩
賦
略
に

錄
さ
れ
な
が
ら
、
隋
志
に

錄
さ
れ
な

い
の
は
、
嚴
忌
・
淮
南
王
群
臣
で
あ
り
、
漢
志
・
詩
賦
略
と
隋
志
・
別
集
に

錄

さ
れ
な
が
ら
作
品
が
傳
世
し
な
い
作
家
は
、
孔
臧
と
吾
丘
壽
王
で
あ
る（
８
）。
つ
ま
り
、

傳
世
作
品
は
隋
志
が
編
集
さ
れ
る
ま
で
に
既
に
選
別
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
り
、
歬

漢
辭
賦
の
九
割
以
上
は
、
後
漢
か
ら
南
北
朝
朞
の
閒
に
失
わ
れ
た
こ
と
が
わ
か
る
。

な
お
、
漢
志
に

め
ら
れ
な
か
っ
た
劉

・
班
婕
妤
・
息
夫
躬
の
集
が
、
隋
志
に

は

錄
さ
れ
て
い
る
。
い
ず
れ
も
『
漢
書
』
に
傳
が
立
て
ら
れ
た
人
物
で
あ
る
か

ら
、
班
固
が
漢
志
を
編
纂
し
た
際
に
增
補
す
べ
き
と
こ
ろ
で
あ
る
。

二
、
殘
存
作
品
に
つ
い
て

　

次
に
佚
句
や
篇
名
の
み
傳
わ
る
殘
存
作
品
名
、
お
よ
び
そ
れ
ら
を
制
作
し
た
作

家
名
を
擧
げ
る
。
遺
っ
て
い
る
も
の
で
も
數
句
、
多
く
は
篇
題
の
み
傳
わ
る
斷
片

的
な
㊮
料
で
あ
る
。
斷
片
的
で
は
あ
る
が
、
作
品
名
か
ら
內
容
を
あ
る
程
度
推
測

す
る
こ
と
が
で
き
る
上
、
作
家
に
關
す
る
情
報
を
與
え
て
く
れ
る
、
貴
重
な
記
錄

で
あ
る
。
ま
ず
、
歬
節
に
示
し
た
傳
世
作
品
の
あ
る
作
家
に
つ
い
て
、
佚
句
・
篇

名
の
傳
わ
る
も
の
八
家
二
十
一
篇
を
擧
げ
る
。（
括

內
は
佚
句
や
篇
名
を
揭
載
す
る

㊮
料
名
で
あ
る（
９
）。）

賈
誼
：

賦
（『

文
類
聚
』
卷
四
四
）

　

再
び
傳
世
作
品
の
一
覽
に
戾
り
、
次
に
は
漢
志
に

錄
さ
れ
な
か
っ
た
敍
情
賦

を
見
て
み
る
。
息
夫
躬
の
「
絕
命
辭
」
は
自
ら
害
に
遭
う
こ
と
を
恐
れ
て
作
ら
れ

た
も
の
で
あ
る
。
息
夫
躬
は
哀
帝
朞
の
人
だ
が
、
漢
志
は

錄
せ
ず
、
隋
志
に
な

っ
て
『
息
夫
躬
集
』
一
卷
を

錄
し
た（
６
）。「
絕
命
辭
」
の
本
文
は
身
邊
の
者
が
傳

え
た
の
で
あ
ろ
う
。『
漢
書
』
本
傳
に

錄
さ
れ
、
傳
世
し
た
の
で
あ
る
。
班
婕

妤
の
「
自
悼
賦
」
も
傳
世
の
經
緯
は
よ
く
似
て
い
る
。
成
帝
の

愛
を
受
け
た
婕

妤
の
作
も
漢
志
に

錄
さ
れ
ず
、
隋
志
に

錄
さ
れ
た
が
、
作
品
の
本
文
は
『
漢

書
』
本
傳
に

錄
さ
れ
る
こ
と
で
傳
世
し
て
い
る（
７
）。

　
「
絕
命
辭
」
も
「
自
悼
賦
」
も
、
漢
朝
の
書
庫
に
は

め
ら
れ
な
か
っ
た
が
、

本
文
が
『
漢
書
』
に

錄
さ
れ
、
傳
世
を
果
た
し
た
。
い
ず
れ
も
作
家
畢
生
の
作

で
あ
り
、
敍
情
賦
で
あ
る
こ
と
は
、
偶
然
で
は
な
か
ろ
う
。
漢
志

錄
の
作
が
五

％
程
度
し
か
傳
世
し
て
い
な
い
中
で
、
敍
情
賦
は
傳
世
す
る
確
率
が
高
か
っ
た
と

言
え
そ
う
で
あ
る
。

　

他
方
、
文
學
史
に
お
い
て
漢
賦
の
代
表
と
さ
れ
る
司
馬
相
如
や
楊
雄
の
作
は
獻

賦
が
多
く
、
皇
帝
の
行
事
や
行
幸
を
內
容
と
し
た
。
相
如
の
「
子
虛
・
上
林
賦
」

「
大
人
賦
」
に
せ
よ
、
楊
雄
の
「
甘
泉
賦
」「
河
東
賦
」「
校
獵
賦
」「
長
楊
賦
」
に

せ
よ
、
大
量
の
言

を
費
や
し
皇
帝
の
㊒
り

を

き
出
し
た
。
脚
色
を
重
ね
虛

構
を

り
交
ぜ
、
皇
帝
の
理
想
の
姿
を
餝
り
立
て
る
こ
と
で
皇
帝
の

威
を
高
め

た
の
で
あ
り
、
皇
帝
も
ま
た
そ
れ
を
求
め
た
。
と
こ
ろ
が
歬
漢
辭
賦
作
品
を
見
渡

し
て
み
る
と
、
こ
の
よ
う
に
皇
帝
の
行
事
・
行
幸
を
詠
じ
た
獻
賦
で
、
傳
世
し
て

い
る
作
品
は
意
外
な
ほ
ど
少
な
い
。
そ
の
理
由
に
つ
い
て
は
後
に
考
え
る
こ
と
と

し
て
、
今
は
以
上
に
擧
げ
た
、
作
品
の
傳
世
す
る
作
家
た
ち
に
つ
い
て
附
言
し
て

お
き
た
い
。

　

隋
志
・
集

・
別
集
類
に
歬
漢
の
辭
賦
作
家
を
探
し
て
み
る
と
、
右
に
揭
げ
た

作
品
の
傳
世
す
る
作
家
た
ち
と
ほ
ぼ
一
致
す
る
の
で
あ
る
。
以
下
に
隋
志
・
別
集



『
漢
書
』

文
志
・
詩
賦
略
と
歬
漢
の
辭
賦

四
九

少
な
く
、
詠
物
賦
が
多
い
よ
う
だ
。「

賦
」（

は

や
鼓
を
掛
け
る
柱
）「
笙

賦
」「
雅
琴
賦
」
の
よ
う
に
樂
器
を
題
と
し
た
り
、「

賦
」「
屛
風
賦
」「

松

枕
賦
」「
合
賦
」（
合
は
盒
の
こ
と
）「
燈
賦
」「
麒
麟
角
杖
賦
」
の
よ
う
な
器
物
や
、

「
魚

賦
」（
魚

は
魚
の
鹽
辛
）「
梨
賦
」
の
よ
う
な
⻝
品
を
題
と
す
る
作
が
見
え

る
。

　

樂
器
を
賦
す
る
作
品
は
、
ほ
か
に
王
褒
「
洞
簫
賦
」
が
傳
世
し
て
お
り
、
太
子

に
愛
好
さ
れ
た
こ
と
が
よ
く
知
ら
れ
て
い
る（

（（
（

。
樂
器
は
、
後
漢
の
賦
に
お
い
て
も

し
ば
し
ば
題
材
と
さ
れ
、
ま
た
『
文
選
』
に
は
♫
樂
の
賦
の
門
が
立
て
ら
れ
て
い

る
。
こ
の
よ
う
に
樂
器
は
賦
の
題
材
と
し
て
非
常
に
な
じ
み
や
す
い
も
の
で
あ
っ

た
。
一
方
器
物
で
は
、
傳
世
作
品
で
も
屛
風
（
劉
安
）
が
賦
さ
れ
て
い
た
が
、
こ

こ
に
擧
げ
た
殘
存
作
品
で
は
、

や
枕
、
盒
や
杖
な
ど
、
身
邊
の
生
活
用
品
に

至
る
ま
で
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
。
こ
う
し
た
題
材
は
『
文
選
』
の
賦
に
見
え
な

い
が
、
後
漢
の
傳
世
ま
た
は
殘
存
す
る
賦
に
は
數
篇
を
見
出
す
こ
と
が
で
き
る
。

以
上
の
例
よ
り
歬
漢
か
ら
後
漢
に
は
極
め
て
日
常
的
に
賦
が
作
ら
れ
て
い
た
と
推

測
さ
れ
る
が
、
そ
れ
ゆ
え
に
ま
た
大
量
に
失
わ
れ
た
と
考
え
る
こ
と
も
で
き
そ
う

で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
ま
た
、「
魚

賦
」「
梨
賦
」
と
い
っ
た
⻝
品
の
例
を
見
て

も
理
解
で
き
よ
う
。
果
實
は
と
も
か
く
と
し
て
、
魚
の
鹽
辛
の
よ
う
な
⻝
品
を
題

と
し
た
作
は
古
今
を
通
じ
て
他
に
例
を
見
な
い
。

　

以
上
の
よ
う
に
多

な
題
材
が
殘
存
作
品
と
し
て
傳
わ
っ
た
の
は
、
殘
存
作
品

の
多
く
が
、
類
書
や
㊟
釋
に
引
用
さ
れ
た
こ
と
と
も
關
係
し
よ
う
。
類
書
や
㊟
釋

は
、
賦
の
一

を
事
物
の
例
證
や
考
證
の
㊮
料
と
す
る
た
め
、
種
々
多

な
題
材

が
引
用
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

　

こ
れ
ら
の
詠
物
賦
は
、
多
く
の
場
合
作
家
が
仕
え
る
主
人
に
獻
呈
さ
れ
、
そ
の

心
を
得
る
こ
と
を
目
的
と
し
た（
（（
（

。
ま
た
行
樂
や
酒
宴
の
場
で
は
座
興
と
し
て
制

作
さ
れ
た
こ
と
が
、『
西
京
雜
記
』
に

か
れ
て
い
る（
（（
（

。
現
存
す
る
詠
物
賦
は
短

枚
乘
：
笙
賦
（『
文
選
』
卷
一
八
李
善
㊟
）、
臨
霸
池
遠
訣
賦
（『
文
選
』
卷
二
七

李
善
㊟
）

劉
安
：

賦
（『
北
堂
書
鈔
』
卷
一
三
五
）、
成
相
篇
（『

文
類
聚
』
卷
八
九
）

司
馬
相
如
：
梓
桐
山
賦
（『
玉
篇
』
卷
二
二
㊟
）、
魚

賦
（『
北
堂
書
鈔
』
卷

一
四
六
）、
梨
賦
（『
文
選
』
卷
六
李
善
㊟
）

東
方

：
皇
太
子
生
禖
・
屛
風
賦
・
殿
上
柏
柱
賦
・
平
樂

賦
・
賦
獵
（『
漢

書
』
東
方

傳
）、
嗟
伯
夷
（『
北
堂
書
鈔
』
卷
一
五
八
）

劉
向
：
雅
琴
賦
（『
文
選
』
卷
四
李
善
㊟
）、

松
枕
賦
（『
太
平

覽
』
卷

七
〇
七
）、
合
賦
（『
太
平

覽
』
卷
七
一
七
（
（（
（

）

楊
雄
：
廣
騷
・
畔
牢
愁
（『
漢
書
』
楊
雄
傳
）、覈
靈
賦
（『
文
選
』
卷
二
七
李
善
㊟
）

劉

：
燈
賦
（『

文
類
聚
』
卷
八
〇
）

　

續
い
て
、
傳
世
作
品
は
な
い
が
、
漢
志
・
詩
賦
略
に
作
家
名
の

錄
さ
れ
て
い

る
者
四
家
八
篇
と
、
作
者
不
朙
で
あ
る
が
篇
題
の
み
傳
わ
る
四
篇
の
名
を
擧
げ
る
。

（
作
家
名
の
下
の
數
字
は
漢
志
に

錄
さ
れ
た
篇
數
。
以
下
同
）

陸
賈
３
：
孟
春
賦
（『
文
心
雕
龍
』
才
略
）

枚
皐
120
：
平
樂
館
賦
・
皇
太
子
生
賦
・
立
皇
子
禖
祝
・
衞
皇
后
立
時
戒
終
之

賦
（『
漢
書
』
枚
皐
傳
）、
麗
人
歌
賦
（『
文

緣
起
』）

怱
奇
11
：

陵
賦
（『
漢
書
』

文
志
・
詩
賦
・
顏
師
古
㊟
）

馮
商
９
：
燈
賦
（『

文
類
聚
』
卷
八
〇
）

作
者
不
朙
（
疑
劉
向
（
（（
（

）：
麒
麟
角
杖
賦
（『
北
堂
書
鈔
』
卷
一
三
三
）、
行
過
江
上

弋
鴈
賦
・
行
弋
賦
・
弋
雌
得
雄
賦
（『
太
平

覽
』
卷
八
三
二
）

　

篇
題
と
佚
句
か
ら
推
し
量
る
に
、
右
に
擧
げ
た
殘
存
作
品
の
中
に
敍
情
賦
は



日
本
中
國
學
會
報　

第
六
十
七
集

五
〇

三
輔
離
宮
館
、
臨
山
澤
、
弋
獵
・
射

・
狗
馬
・
蹵
鞠
・

鏤
、
上
㊒
所
感
、

輒
使
賦
之
。
爲
文
疾
、
受
詔
輒
成
。
故
所
賦
者
多
。

上
之
れ
を
得
て
大
い
に
喜
び
、
召
し
入
見
し
て
待
詔
せ
し
む
。
皐
因
り
て
殿

中
に
賦
す
。
詔
し
て
平
樂
館
を
賦
せ
し
め
、
之
れ
を
善
し
と
す
。
…
…
行
に

從
ひ
て
甘
泉
・
雍
・
河
東
に
至
り
、
東
に
巡
狩
し
、
泰
山
を
封
じ
、
決
河
せ

し
宣
房
を
塞
ぎ
、
三
輔
の
離
宮
館
を
游

し
、
山
澤
に
臨
み
、
弋
獵
・
射

・
狗
馬
・
蹵
鞠
・

鏤
し
、
上
に
感
ず
る
所
㊒
れ
ば
、
輒
ち
之
を
賦
せ
し
む
。

文
を
爲
す
こ
と
疾
く
、
詔
を
受
く
れ
ば
輒
ち
成
る
。
故
に
賦
す
る
所
の
者
多

し
。

こ
の
よ
う
に
枚
皐
は
武
帝
の
求
め
に
應
じ
て
た
ち
ま
ち
の
う
ち
に
作
品
を
作
り
出

し
、
獻
上
し
た
。
そ
し
て
、
作
品
は
宮
中
の
書
庫
に
保
管
さ
れ
、
詩
賦
略
に

錄

さ
れ
た
。
し
か
し
、
梁
の
阮
孝
緖
『
七
錄
』
や
隋
志
に

錄
さ
れ
る
こ
と
さ
え
な

く
、
全
て
散
佚
し
た
。
つ
ま
り
漢
の
宮
中
に
保
管
さ
れ
た
ま
ま
、
世
に
廣
く
傳
わ

る
こ
と
な
く
失
わ
れ
た
の
で
あ
る
。
宮
中
に
死

さ
れ
、
再
讀
や
鑑
賞
は
さ
れ
な

か
っ
た
の
で
あ
る
が
、
そ
れ
で
も
皇
帝
の
要
求
に
は
十
分
應
え
て
い
た
。
だ
か
ら

百
二
十
篇
も
の
作
が
保
管
さ
れ
た
の
だ
が
、
作
品
と
し
て
は
そ
の
場
し
の
ぎ
の
作

と
言
っ
て
よ
く
、
內
容
も
武
帝
に
追
從
す
る
も
の
で
あ
っ
た
に
違
い
な
い
。『
漢

書
』
枚
皐
傳
に
「
其
の
尤
も
嫚
戲
に
し
て
讀
む
べ
か
ら
ざ
る
者
尙
ほ
數
十
篇
（
其

尤
嫚
戲
不
可
讀
者
尙
數
十
篇
）」
と
ま
で
記
さ
れ
る
、
輕

で
讀
む
に
堪
え
な
い
作

さ
え
あ
っ
た
。
こ
の
よ
う
に
枚
皐
の
作
の
多
く
は
、
そ
の
場
の
受
け
の
み
を
追
求

し
た
、
一
過
性
の
作
品
だ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
そ
し
て
枚
皐
の
作
が
傳
世
し
な
い

理
由
は
ま
た
、
他
の
獻
賦
の
傳
世
が
少
な
い
理
由
を
示
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。

編
が
比
較
的
多
く
、
そ
れ
ら
は

興
的
に
作
ら
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
器
物
や

動
植
物
と
い
っ
た
題
材
は
親
し
み
や
す
く
、
餘
興
的
な
要
素
の
あ
る
作
品
は
讀
者

の
共
感
も
得
や
す
い
か
ら
、
獻
賦
の
中
で
は
比
較
的
傳
世
し
や
す
か
っ
た
の
か
も

し
れ
な
い
。

　

再
び
、
先
に
擧
げ
た
殘
存
作
品
の
檢
討
に
戾
ろ
う
。
そ
の
中
に
は
地
名
や
建
築

物
を
篇
題
と
し
た
作
品
も
目
に
付
く
。「
臨
霸
池
遠
訣
賦
」「
梓
桐
山
賦
」「
平
樂

（
館
）
賦
」「

陵
賦
」
な
ど
で
あ
り
、「
平
樂

（
館
）
賦
」「

陵
賦
」
は
皇

帝
の
行
幸
に
從
い
作
ら
れ
た
獻
賦
で
あ
る
。「
平
樂

（
館
）
賦
」
は
東
方

と

枚
皐
の
兩
人
が
作
っ
た
と
記
錄
さ
れ
て
い
る
が
、
と
も
に
作
品
は
傳
わ
ら
な
い
。

こ
の
よ
う
な
傳
世
の
狀
況
は
、「
甘
泉
（
宮
）
の
賦
」
が
王
褒
・
楊
雄
・
劉

に

よ
っ
て
作
ら
れ
な
が
ら
、
完
存
す
る
の
は
楊
雄
の
「
甘
泉
賦
」
一
篇
の
み
で
あ
る

の
と
よ
く
似
て
い
る
。「
平
樂

（
館
）
賦
」
と
「
甘
泉
（
宮
）
の
賦
」
は
、
複
數

の
作
家
に
よ
っ
て
行
幸
の
度
に
繰
り
﨤
し
制
作
さ
れ
た
か
、
競
作
さ
れ
た
の
で
あ

ろ
う
。
と
こ
ろ
が
そ
の
ほ
と
ん
ど
が
散
佚
し
て
し
ま
っ
た
の
は
、
作
品
の
再
讀
や

鑑
賞
が
な
さ
れ
な
か
っ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
作
品
は
獻
納
さ
れ

る
こ
と
で
目
的
を
果
た
し
て
し
ま
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
の
證
左
と
し
て
枚
皐
の
賦

に
つ
い
て
檢
討
し
た
い
。

　

枚
皐
は
、
枚
乘
の
庶
子
で
あ
り
、
漢
志
・
詩
賦
略
に
百
二
十
篇
が

錄
さ
れ
た
、

歬
漢
で
最
も
多
作
な
作
家
で
あ
る
が
、
一
篇
と
し
て
そ
の
作
は
傳
わ
ら
ず
、
右
に

示
し
た
五
篇
の
篇
題
が
得
ら
れ
る
の
み
で
あ
る
。
枚
皐
は
武
帝
と
行
幸
や
行
動
を

と
も
に
し
、
帝
に
思
う
と
こ
ろ
あ
れ
ば
、
そ
の
つ
ど
帝
の
意
に
從
っ
て
辭
賦
を
制

作
し
た
。
そ
の
さ
ま
は
『
漢
書
』
枚
皐
傳
に
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
。

上
得
之
大
喜
、
召
入
見
待
詔
。
皐
因
賦
殿
中
。
詔
使
賦
平
樂
館
、
善
之
。

…
…
從
行
至
甘
泉
・
雍
・
河
東
、
東
巡
狩
、
封
泰
山
、
塞
決
河
宣
房
、
游



『
漢
書
』

文
志
・
詩
賦
略
と
歬
漢
の
辭
賦

五
一

子
と
し
て
の

錄
が
優
先
さ
れ
た
作
家
で
あ
る
と
言
え
よ
う
。

　

さ
て
、
詩
賦
略
が
姓
名
と
篇
數
を
記
す
が
、
官
名
や
稱
號
を
記
さ
な
い
散
佚
作

家
に
話
を
戾
す
と
、
朱
買
臣
・

之
は
高
級
官
僚
と
し
て
知
ら
れ
、
眭
弘
は
宣

帝
の

位
を
豫
言
し
た
人
物
で
あ
り
、
い
ず
れ
も
經
學
を
深
く
學
ん
で
い
た
こ
と

が
本
傳
に
記
さ
れ
る
。
他
方
、

甲
・
李
思
・
張
偃
・
賈

・
張
仁
・
秦

・
別

栩
陽
の
七
家
に
つ
い
て
は
何
ら
記
錄
が
見
當
た
ら
ず
、
一
切
不
詳
で
あ
る（
（（
（

。
た
だ

し
、
李
思
の

錄
は
他
の

錄
と
は

な
り
、「
李
思
孝
景
皇
帝
頌
十
五
篇
」
と

作
品
の
內
容
が
書
き
加
え
ら
れ
て
い
る
か
ら
、
景
帝
の
た
め
に
頌
を
十
五
篇
も
獻

上
し
た
こ
と
が
わ
か
る
。
更
に
附
言
す
れ
ば
、
こ
の
よ
う
に
詩
賦
略
は
、
頌
を
辭

賦
同

に
見
な
し
て
い
る
。
そ
れ
は
司
馬
相
如
の
「
大
人
賦
」
が
「
大
人
之
頌
」

と
呼
ば
れ
（『
史
記
』
本
傳
）、
楊
雄
が
「
校
獵
賦
」
に
「
遂
に
頌
を
作
り
て
曰
ふ
」

と
言
う
よ
う
に
（『
漢
書
』
本
傳
）、
賦
と
頌
が
通
用
す
る
文
體
だ
か
ら
で
あ
る（
（（
（

。

　

次
に
は
、
詩
賦
略
の
中
で
、
姓
名
が
官
名
や
稱
號
と
と
も
に
表
記
さ
れ
た
作
家

を
擧
げ
る
。
漢
志
の
表
記
の
類
似
に
よ
っ
て
配
列
し
、
閱
覽
の
便
を
圖
る
た
め
に

姓
名
以
外
の

分
に
丸
括

を
加
え
る
。
ま
た
、
王
名
で
の

錄
に
は
龜
甲
括

內
に
姓
名
を
補
う
。

（
趙
幽
王
）〔
劉
友
〕
１
、（
廣
川

王
）
越
〔
劉
越
〕
５
、（
淮
陽
憲
王
）〔
劉

欽
〕
２

（
陽
丘
侯
）
劉
隁
19
、（
陽
成
侯
）
劉
德
９
、（
太
常

侯
）
孔
臧
20

（
遼
東
太
守
）

季
１
、（
河
內
太
守
）
徐
朙
３

（
光
祿
大
夫
）
張
子
僑
３
、（
宗
正
）
劉
辟
彊
８
、（
侍
中
）
徐
博
４
、（
侍
郞
）

謝
多
10
、（
給
事
黃
門
侍
郞
）
李
息
９
、（
車
郞
）
張
豐
３

（
東

令
）
延
年
７
、（
衞
士
令
）
李
忠
２
、（
漢
中
都
尉
丞
）

龍
２

（
黃
門
書
者
）
王
廣
・
呂
嘉
５（
（（
（

、（
黃
門
書
者
假
史
）
王
商
13
、（
左
馮
翊
史
）

三
、
散
佚
作
家
に
つ
い
て

　

こ
こ
ま
で
、
作
品
の
一

な
り
と
も
知
る
こ
と
が
で
き
る

錄
に
つ
い
て
檢
討

を
加
え
て
き
た
が
、
以
下
で
は
、
作
品
が
散
佚
し
、
篇
名
す
ら
一
切
不
朙
な
作
家

に
つ
い
て
檢
討
し
た
い
。
漢
志
・
詩
賦
略
の

錄
に
揭
げ
ら
れ
た
表
記
の
違
い
に

よ
っ
て
三
群
に
分
け
、
順
に
示
し
て
ゆ
く
。
ま
ず
、
詩
賦
略
が
姓
名
と
篇
數
を
記

す
が
、
官
名
や
稱
號
を
記
さ
な
い
作
家
に
は
、
以
下
の
十
五
家
九
十
九
篇
が
あ
る
。

吾
丘
壽
王
15
、

甲
１
、
兒

２
、
朱
建
２
、
嚴
助
35
、
朱
買
臣
３
、

之
４
、
李
思
15
、
張
偃
２
、
賈

４
、
張
仁
６
、
秦

２
、
李
步
昌
２
、
眭

弘
１
、
別
栩
陽
５

　

嚴
助
は
詩
賦
略
に
三
十
五
篇
が

錄
さ
れ
な
が
ら
、
今
で
は
片
言
隻
句
す
ら
知

る
こ
と
が
で
き
な
い
。
漢
志
・
諸
子
略
の
儒
家
に
も
「

助
四
篇
」
の

錄
が
あ

る
が
、
佚
し
て
傳
わ
ら
な
い
。
ほ
か
に
吾
丘
壽
王
・
兒

・
朱
建
・
李
步
昌
も
漢

志
・
諸
子
略
・
儒
家
に

錄
が
あ
る
が
、
辭
賦
作
品
に
關
し
て
は
不
朙
で
あ
る
。

な
お
、
こ
の
よ
う
に
詩
賦
略
と
諸
子
略
の
雙
方
に
同
一
人
物
の

錄
が
あ
る
の
は
、

別
本
が
單
行
し
て
い
た
の
を
劉
氏
が
と
も
に

錄
し
た
た
め
で
あ
る（
（（
（

。
右
に
擧
げ

た
作
家
以
外
に
も
、
詩
賦
略
と
諸
子
略
の
雙
方
に

錄
さ
れ
て
い
る
作
家
は
少
な

か
ら
ず
い
る
。
た
と
え
ば
陸
賈
・
賈
誼
・
劉
向
・
楊
雄
は
諸
子
略
の
儒
家
に
も

錄
が
あ
り
、
嬰
齊
は
衟
家
に
も
見
え
、
劉
安
・
臣
說
は
雜
家
に
も

錄
さ
れ
て
い

る
。
一
方
、

仲
舒
と
東
方

は
、
辭
賦
作
品
が
傳
世
し
な
が
ら
詩
賦
略
に
は

錄
さ
れ
ず
、
諸
子
略
に
の
み

錄
が
あ
り
、
儒
家
に
「

仲
舒
百
二
十
三
篇
」、

雜
家
に
「
東
方

二
十
篇
」
と
見
え
る（

（（
（

。
こ
の
二
人
は
先
の
十
二
家
と
は

な
り
、

辭
賦
の
別
本
が
單
行
し
な
か
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
辭
賦
作
家
と
し
て
よ
り
も
、
諸
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五
二

十
名
に
つ
い
て
は
、
詩
賦
略
に
姓
名
と

名
が
表
記
さ
れ
な
が
ら
、
そ
れ
以
外
に

は
何
も
知
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
そ
こ
で

名
を
槪

し
て
み
る
と
、
黃
門
が
三

出
し
て
い
る
こ
と
に
氣
付
く
。
傳
世
作
家
の
楊
雄
も
黃
門
に
給
事
し
て
い
た
こ
と

が
あ
り
、
王
褒
・
劉
向
・
張
子
僑
・

龍
は
金
馬
門
に
待
詔
し
て
い
た
か
ら（
（（
（

、
宮

門
は

業
作
家
が
し
ば
し
ば
配
置
さ
れ
る

署
で
あ
っ
た
よ
う
だ
。
他
の

名
を

見
る
と
、
遼
東
太
守
を
除
け
ば
い
ず
れ
も
下
級
官
吏
で
あ
り
、
黃
門
書
者
假
史
・

驃
騎
將
軍
史
・
郞
中
臣
・
舍
人
の
よ
う
な
低
階
層
の
私
臣
と
思
し
き
者
も
い
る
。

　

名
に
加
え
ら
れ
た
地
名
を
見
る
と
、
遼
東
は
高
句
麗
郡
に

す
る
遠

の
地

で
あ
り
、
東

は
高
句
麗
郡
の
更
に
先
、
樂
浪
郡
の
果
て
る
地
で
あ
る
。
こ
の
よ

う
に
、
詩
賦
略
に
は
社
會
的
に
も
地
理
的
に
も
相
當
廣
範
圍
の
作
品
が

錄
さ
れ

て
い
る
。
他
に
も
次
の
よ
う
な
、
官

や
姓
名
の
不
朙
な

錄
が
六
家
四
十
篇
あ

る
。（

長
沙
王
群
臣
）
３
、（
魏
內
史
）
２

（
臣
）
說
９
、（
臣
）
吾
18
、（
臣
）
昌
市
６
、（
臣
）
義
２

　
「
長
沙
王
群
臣
」
は
、
先
に
傳
世
作
品
と
し
て
擧
げ
た
「
淮
南
王
群
臣
」
と
同

類
の
表
記
で
あ
る
。
姚
振
宗
『
漢
書

文
志
條
理
』
は
、
長
沙
王
を
廣
川

王
の

兄
弟
で
あ
る
劉
發
（
？—

歬
一
二
七
）
と
推
定
し
て
い
る（

（（
（

。「
魏
內
史
」
は
、
魏
國

の
民
政
官
と
い
う
ほ
ど
の

名
で
あ
り
、
姓
名
ば
か
り
か
存
命
し
た
時
朞
も
不
朙

で
あ
る
。「
臣
說
」「
臣
吾
」
は
、「
說
」「
吾
」
と
い
う
名
の
み
を
書
き
留
め
た

特
殊
な
表
記
で
あ
る
。
姚
振
宗
は
、「
郞
中
臣
嬰
齊
」
と
い
う

錄
の
後
に
續
け

て
置
か
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、「
臣
說
」「
臣
吾
」
も
嬰
齊
と
同
じ
郞
中
臣
で
あ

り
、
史
家
が
「
郞
中
」
の
二
字
を
省
い
た
の
で
あ
ろ
う
と
言
う（
（（
（

。
一
方
、「
臣
昌

市
」「
臣
義
」
も
「
昌
市
」「
義
」
と
い
う
名
歬
の
み
の

錄
で
あ
る
が
、
こ
の
二

路
恭
８
、（
驃
騎
將
軍
史（

（（
（

）
朱
宇
３

（
郞
中
臣
）
嬰
齊
10
、（
平
陽
公
主
舍
人
）
周
長
孺
２
、（
博
士
弟
子
）
杜
參

２

　

以
上
、
計
二
十
四
家
一
五
一
篇
、
作
家
た
ち
の

階
・
位
階
は
實
に
多

で
あ

る
。
ま
ず
王
侯
を
見
て
み
る
と
、
劉
友
は
高
祖
の
子
、
劉
越
は
景
帝
の
子
、
劉
欽

は
宣
帝
の
子
で
あ
る（
（（
（

。
劉
隁
は
高
祖
の
孫
で
あ
り
、
劉
德
は
高
祖
の
弟
楚
の
元
王

の
後
裔
で
あ
り
、
ま
た
劉
向
の
父
で
も
あ
る
。
孔
臧
は
孔
子
の
子
孫
と
も
言
わ
れ
、

文
帝
よ
り
武
帝
ま
で
仕
え
た
。
ほ
か
に
王
侯
で
あ
り
な
が
ら
作
品
が
傳
世
し
て
い

る
人
物
に
は
、（
淮
南
王
）
劉
安
が
い
た
。
そ
し
て
武
帝
劉
徹
の
作
も
二
篇
が
傳
わ

っ
て
い
る
こ
と
を
考
え
る
と
、
皇
帝
・
王
侯
が
自
ら
の
作
品
を
遺
し
た
の
は
、
歬

漢
で
も
歬
朞
か
ら
中
朞
に
比
較
的
多
い
よ
う
で
あ
る
。
後
の
宣
帝
や
成
帝
は
好
ん

で
行
幸
を
行
な
い
、
王
褒
や
楊
雄
と
い
っ
た
作
家
を
宮
廷
に
置
い
た
が
、
宣
帝
・

成
帝
の
作
は
一
篇
と
し
て

錄
さ
れ
て
い
な
い
。
皇
帝
や
王
侯
は
自
ら
作
賦
せ
ず
、

業
作
家
に
作
ら
せ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

　

ま
た
、
劉
辟
彊
は
劉
德
の
父
で
あ
る
。
そ
し
て
劉
向
・
劉

父
子
も
賦
を
遺
し

た
か
ら
、
こ
の
一
族
に
と
っ
て
賦
は
家
學
と
言
う
べ
き
も
の
で
あ
っ
た
。
と
こ
ろ

が
こ
の
四
家
の
作
で
現
在
作
品
の
槪
要
が
理
解
で
き
る
の
は
、
劉
向
の
「
九
歎
」

と
劉

の
「
遂
初
賦
」
の
み
で
あ
る
。
劉
家
の
ほ
か
に
一
族
で
作
賦
を
受
け
繼
い

だ
者
に
は
、
枚
乘
と
枚
皐
お
よ
び
張
子
僑
と
張
豐
親
子
が
あ
り
、
ま
た
嚴
忌
・
嚴

助
・

怱
奇
の
家
族
が
あ
る（
（（
（

。
し
か
し
彼
ら
の
作
は
嚴
忌
の
「
哀
時
命
」
と
枚
乘

の
「
七
發
」「
梁
王

園
賦
」
以
外
み
な
散
じ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
劉
家
・
枚

家
・
張
家
・

家
家
傳
の
賦
は
後
世
の
評
價
を
得
ら
れ
ず
、
受
け
繼
が
れ
る
こ
と

は
な
か
っ
た
。
作
賦
は
家
學
と
し
て
は
發
展
を
見
せ
な
か
っ
た
と
言
え
よ
う
。

　

季
・
徐
博
・
謝
多
・
李
息
・
李
忠
・
王
廣
・
呂
嘉
・
王
商
・
路
恭
・
朱
宇
の



『
漢
書
』

文
志
・
詩
賦
略
と
歬
漢
の
辭
賦

五
三

「
上
」
と
呼
稱
し
た
た
め
で
あ
る
。
彼
ら
が
武
帝
の
作
品
に
「
上
所
自
造
」
と
記

し
、
そ
の
表
記
を
劉
氏
が
そ
の
ま
ま
採
錄
し
た
の
で
あ
る（
（（
（

。

　

こ
う
し
た

錄
か
ら
は
宮
中
書
庫
の
保
管
の
嚴
格
さ
と
、
詩
賦
略
の

錄
の
原

㊮
料
に
對
す
る
忠
實
な
姿
勢
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
劉
氏
は
、
校
書
作
業
を
行

な
っ
た
時
、
宮
中
の
書
庫
に
保
管
さ
れ
て
い
た
ほ
ぼ
全
て
の
作
と
、
能
う
限
り
の

記
錄
を

集
し
、
こ
の
上
な
く
精
確
に

錄
し
た
。

集
し
た
記
錄
に
忠
實
な
あ

ま
り
、

錄
の
表
記
が
不

一
に
な
っ
た
の
で
あ
る
が
、
そ
れ
は
ま
た
表
記
を

一
す
る
た
め
に
劉
氏
が
私
見
を
加
え
る
こ
と
が
な
か
っ
た
こ
と
を
證
し
て
い
る
。

　

散
佚
作
家
に
話
を
戾
す
と
、
以
上
の

錄
の
ほ
か
に
「
雒
陽
錡

賦
九
篇
」
と

い
う

錄
が
存
す
る
。

階
が
記
さ
れ
ず
に
雒
陽
と
い
う
地
名
の
み
冠
す
る
例
は
、

詩
賦
略
に
は
他
に
見
當
た
ら
な
い
。
雒
陽
に

ら
し
た
人
物
と
し
て
知
ら
れ
て
い

た
の
だ
ろ
う
。
朝
廷
に
仕
え
な
い
在
野
の
作
家
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
そ
し
て

錡

以
外
に
も
在
野
の
作
家
と
考
え
ら
れ
る
人
物
が
い
る
。
漢
志
に
も
隋
志
に
も

一
切

錄
は
な
い
の
だ
が
、

方
と
い
う
人
物
は
、「
詩
賦
數
十
篇
」
を

わ
し

た
と
『
漢
書
』
本
傳
に
記
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
本
傳
は

方
を
、
成
帝
朞
か
ら

王

の
時
、
齊
に
あ
っ
た
淸
名
の
士
で
あ
る
と
傳
え
て
い
る（
（（
（

。
こ
の
よ
う
に
在
野

の
人
物
の
作
品
の
中
に
は
、
宮
中
に

め
ら
れ
ず
、
詩
賦
略
の

錄
か
ら
も
漏
れ

た
も
の
が
あ
っ
た
。

四
、
雜
賦
に
つ
い
て

　

以
上
の
作
品
群
と
は

な
り
、
作
家
の
姓
名
も

位
も
一
切
記
さ
れ
な
い

錄

が
、
漢
志
・
詩
賦
略
に
は
あ
る
。
雜
賦
の
屬
で
あ
る
。
こ
れ
ま
で
に
見
た
通
り
、

詩
賦
略
の
屈
原
賦
・
陸
賈
賦
・
孫
卿
賦
の
屬
に
置
か
れ
た

錄
は
、
基
本
的
に
作

家
ご
と
に
姓
名
と
篇
數
を
朙
記
す
る
。
と
こ
ろ
が
、
雜
賦
は
次
に
示
す
よ
う
に
、

作
品
の
內
容
や
文
體
ご
と
に

錄
が
立
て
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
屈
賦
・
陸

家
の
歬
に

錄
さ
れ
た
の
は
、
官
名
を
冠
し
な
い
「
別
栩
陽
」
と
い
う

錄
で
あ

る
。
つ
ま
り
、「
臣
說
」「
臣
吾
」
の
よ
う
な
官
名
の
省
略
は
あ
り
え
な
い
わ
け
だ

が
、
姚
氏
は
、「
臣
昌
市
」「
臣
義
」
の
二
家
に
つ
い
て
興
味
深
い
見
解
を
提
示
し

て
い
る
。
以
下
に
引
用
す
る
。

按
此
二
家
大
抵
皆
宣
帝
時
奏
賦
、自
署
其
名
而
不
書
其
官
及
姓
。
至
成
帝
時
、

劉
氏
校
錄
已
無
可
考
、
遂
各
就
其
所
署
書
之
。

按
ず
る
に
此
の
二
家
大
抵
は
皆
な
宣
帝
の
時
に
賦
を
奏
し
、
自
ら
其
の
名
を

署
し
て
其
の
官
及
び
姓
を
書
せ
ず
。
成
帝
の
時
に
至
り
、
劉
氏
校
錄
す
る
に

已
に
考
ふ
べ
き
こ
と
無
く
、
遂
に
各
お
の
其
の
署
す
る
所
に
就
き
て
之
を
書

す
。（『
漢
書

文
志
條
理
』
卷
三
・
臣
義
賦
）

姚
氏
は
「
臣
昌
市
賦
」「
臣
義
賦
」
と
い
う

錄
は
、
宮
中
に

め
ら
れ
た
二
家

の
作
品
に
署
名
さ
れ
た
表
記
を
、
そ
の
ま
ま
劉
氏
が
採
錄
し
た
も
の
と
說
く
。
そ

の
た
め
官
名
も
姓
も
記
さ
れ
ず
、
劉
氏
の
時
に
は
署
名
以
外
一
切
不
朙
だ
っ
た
と

言
う
の
で
あ
る
。
こ
こ
で
興
味
深
い
の
は
、
詩
賦
略
の
編
纂
が
行
わ
れ
た
成
帝
朞

に
、
宣
帝
朞
の
作
品
が
奏
上
さ
れ
た
ま
ま
の
形
態
を
保
っ
て
い
た
、
と
姚
氏
が
考

え
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
一
見
唐
突
な
考
え
に
も
思
わ
れ
る
が
、
詩
賦
略
が
辭
賦

の
署
名
を
そ
の
ま
ま
採
錄
し
た
と
考
え
ら
れ
る
條
は
、
ほ
か
に
も
あ
る
。
屈
原
賦

の
屬
に
見
え
る
、「
上
所
自
造
賦
二
篇
」
と
い
う

錄
で
あ
る
。
こ
の
條
は
、
顏

師
古
が
㊟
す
る
通
り
、
武
帝
の
賦
の

錄
で
あ
る
。
な
ら
ば
劉
氏
は
「
武
帝
賦
二

篇
」
と
表
記
す
べ
き
所
で
あ
る
。
漢
志
・
詩
賦
略
に
は
、「
趙
幽
王
賦
一
篇
」「
淮

陽
憲
王
賦
二
篇
」
や
「
高
祖
歌
詩
二
篇
」
と
い
う

錄
が
あ
り
、
隋
志
は
「
漢
武

帝
集
一
卷
」
と
し
て
い
る
。
で
は
、
な
ぜ
こ
の

錄
で
武
帝
が
「
上
」
と
尊
稱

さ
れ
た
の
か
と
言
え
ば
、
武
帝
當
時
の
臣
子
や
官
吏
が
、
自
ら
の
君
主
武
帝
を
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五
四

語
」
の
書
で
あ
り
、
東
方

が
郭
舍
人
と
隱
語
を
競
っ
た
こ
と
が
そ
の
傳
に
見
え

る（
（（
（

。
こ
の
よ
う
に
「
客
主
賦
」「
成
相
雜
辭
」「
隱
書
」
は
、
表
現
さ
れ
て
い
る
內

容
と
い
う
よ
り
、
文
體
に
よ
っ
て
ま
と
め
ら
れ
た

錄
で
あ
る
。
い
ず
れ
も

文

で
あ
っ
た
か
ら
詩
賦
略
に

め
ら
れ
た
の
で
あ
り
、
皇
帝
の
娛
樂
に
供
す
る
た

め
に

さ
れ
た
無
名
氏
の
作
品
群
で
あ
っ
た
ろ
う
。
一
方
、「
雜
行
出
及
頌
德

賦
」
以
下
の
八
家
は
、
內
容
や
題
材
・
主
題
に
よ
る
分
類
と
考
え
ら
れ
る
。「
雜

行
出
及
頌
德
賦
」
よ
り
「
雜
器
械

木
賦
」
の
八
家
と
「
大
雜
賦
」
に
は
、
傳
世

す
る
作
品
は
一
切
認
め
ら
れ
て
い
な
い
が
、

錄
の
表
記
か
ら
ど
の
よ
う
な
作
品

群
で
あ
っ
た
か
を
探
る
こ
と
は
可
能
で
あ
る
。
そ
れ
ぞ
れ
他
の
傳
世
作
品
や
殘
存

作
品
を
參
照
し
な
が
ら
考
え
て
み
よ
う
。

　
「
雜
行
出
及
頌
德
賦
」
は
、
行
出
・
頌
德
を
內
容
と
し
た
作
で
あ
る
。
行
出
は
、

歬
に
觸
れ
た
枚
皐
の
賦
の
類
で
、
皇
帝
な
ど
に
從
っ
て
各
地
を
遊
覽
し
、
獵
や
射

な
ど
の
供
を
し
た
際
の
作
で
あ
ろ
う
。
楊
雄
の
「
甘
泉
賦
」「
河
東
賦
」「
羽
獵

賦
」「
長
楊
賦
」
な
ど
が
そ
の
例
で
あ
る
。
頌
德
は
淮
南
王
劉
安
が
「
頌
德
」
を

獻
じ
て
お
り
、
王
褒
は
益
州
刺
史
に
請
わ
れ
て
漢
德
を
頌
し
た
と
言
う（
（（
（

。

　
「
雜
四
夷
及
兵
賦
」
は
、
四
夷
と
兵
と
を
そ
の
內
容
と
し
た
は
ず
で
あ
る
が
、

歬
漢
の
作
に
痕
跡
は
見
當
た
ら
な
い
。
後
漢
に
下
る
と
崔
駰
に
「
大
將
軍
西
征

賦
」
と
い
う
作
が
あ
る
。
崔
駰
の
仕
え
た
車
騎
將
軍
竇
憲
が
、
永
元
元
年
（
八
九
）

に
匈
奴
を
討
っ
て
燕
然
山
（
現
モ
ン
ゴ
ル
・
ハ
ン
ガ
イ
山
脉
）
に
ま
で
至
っ
た
武
功

を
顯

し
た
も
の
で
あ
る
。
險
阻
を
越
え
、
遙
々
と
遠
征
し
て
來
た
軍
勢
の

を

寫
す
る
句
が
傳
わ
る（
（（
（

。

　
「
雜
中
賢
失
意
賦
」
は
、
い
わ
ゆ
る
賢
人
失
志
を
內
容
と
し
た
作
で
あ
ろ
う
。

傳
世
す
る

仲
舒
「
士
不
遇
賦
」
や
司
馬
遷
「
悲
士
不
遇
賦
」
の
類
で
あ
る
。

「
雜
思

悲
哀
死
賦
」
は
、
思

・
悲
哀
・
死
を
內
容
と
し
た
作
で
あ
る
か
ら
、

『
文
選
』
の
賦
の
分
類
で
言
え
ば
「
哀
傷
」
の
作
に
近
い
も
の
で
あ
ろ
う
。『
文

賦
・
孫
賦
類
の

錄
と
は
朙
ら
か
に

な
る
一
群
で
あ
る
か
ら
、
本
節
に
お
い
て

ま
と
め
て
檢
討
す
る
。
ま
ず
は
雜
賦
の
屬
の

錄
を
全
て
揭
げ
よ
う
。

客
主
賦　

十
八
篇
。

雜
行
出
及
頌
德
賦　

二
十
四
篇
。

雜
四
夷
及
兵
賦　

二
十
篇
。

雜
中
賢
失
意
賦　

十
二
篇
。

雜
思

悲
哀
死
賦　

十
六
篇
。

雜
鼓
琴
劍
戲
賦　

十
三
篇
。

雜
山
陵
水
泡
雲
氣
雨
旱
賦　

十
六
篇
。

雜
禽
獸
六
畜
昆
蟲
賦　

十
八
篇
。

雜
器
械

木
賦　

三
十
三
篇
。

大
雜
賦　

三
十
四
篇
。

成
相
雜
辭　

十
一
篇
。

隱
書　

十
八
篇
。

計
十
二
家
二
三
三
篇
で
あ
る
。
雜
賦
は
ほ
か
に
、「
秦
時
雜
賦
九
篇
」
と
い
う

錄
が
孫
卿
賦
の
屬
に
あ
り
、
秦
時
の
雜
賦
を
ま
と
め
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
の
で
、

雜
賦
の
屬
に

め
ら
れ
た
作
は
、
全
て
歬
漢
朞
の
も
の
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
「
雜
」
字
を
冠
す
る
「
雜
行
出
及
頌
德
賦
」
か
ら
「
雜
器
械

木
賦
」
の
八
家

と
「
大
雜
賦
」
は
、
行
論
の
都
合
に
よ
り
後
に
檢
討
す
る
こ
と
と
し
て
、
そ
れ
以

外
の

錄
に
つ
い
て
ま
ず
考
え
る
。「
客
主
賦
」
は
主
人
と
客
の
問
答
か
ら
な
る

賦
で
あ
り
、
沈
欽
韓
『
漢
書

證
』
は
楊
雄
「
長
楊
賦
」
の
類
と
す
る（

（（
（

。「
成
相

雜
辭
」
は
、『

子
』
成
相
を
繼
ぐ
も
の
で
あ
り
、
淮
南
王
劉
安
の
佚
句
が
『

文
類
聚
』
に
遺
さ
れ
て
い
る
。「
隱
書
」
は
、『
文
心
雕
龍
』
諧
讔
に
言
う
「
隱



『
漢
書
』

文
志
・
詩
賦
略
と
歬
漢
の
辭
賦

五
五

德
、
四
夷
、
兵
、
中
賢
失
意
、
思

、
悲
哀
、
死
、
鼓
琴
、
劍
戲
、
山
陵
、
水
泡
、

雲
氣
、
雨
旱
、
禽
獸
、
六
畜
、
昆
蟲
、
器
械
、

木
」
と
な
る
。
配
列
を
見
る

と
、
朝
廷
の
行
事
か
ら
、
人
閒
の
營
爲
、
山
河
、
氣
象
、
動
植
物
へ
と
竝
べ
ら
れ

て
お
り
、
詩
賦
略
の
編
者
の
意
圖
が
現
れ
て
い
る
よ
う
だ
。
そ
し
て
こ
の
分
類
は
、

『
文
選
』
の
賦
の
分
類
と
比
較
對
照
す
る
こ
と
が
で
き
る
。『
文
選
』
は
、「
京
都
、

郊
祀
、
畊

、
畋
獵
、
紀
行
、
遊
覽
、
宮
殿
、
江
海
、
物
色
、
鳥
獸
、
志
、
哀
傷
、

論
文
、
♫
樂
、
情
」
に
賦
を
分
け
た
。『
文
選
』
と
詩
賦
略
の
分
類
を
竝
べ
、
類

似
點
を
見
出
す
の
に
そ
れ
ほ
ど
困
難
は
な
か
ろ
う（
（（
（

。
そ
こ
で
兩
者
の
差

に
㊟
目

し
て
み
る
と
、
詩
略
賦
・
雜
賦
の
み
に
あ
る
の
が
、
四
夷
・
兵
・
劍
戲
・
雲
氣
・

雨
旱
・
六
畜
・
昆
蟲
・
器
械
・

木
と
い
っ
た
分
類
で
あ
り
、
反
對
に
『
文
選
』

の
み
に
見
え
る
の
が
、
京
都
・
宮
殿
・
論
文
と
い
っ
た
分
類
で
あ
る
。
こ
の
ほ
か

に
『
文
選
』
の
郊
祀
・
畊

・
畋
獵
・
紀
行
・
遊
覽
は
、
雜
賦
の
行
出
・
頌
德
の

類
と

分
的
に
重
な
る
面
も
あ
ろ
う
が
、『
文
選
』
の
方
が
分
け
方
が
細
か
く
篇

數
も
多
い
。
以
上
を
要
す
る
に
、『
文
選
』
は
京
都
・
宮
殿
・
郊
祀
・
畊

・
畋

獵
な
ど
朝
廷
に
關
連
す
る
分
類
が
多
い
の
に
比
べ
、
雜
賦
は
雲
氣
・
雨
旱
・
六

畜
・
昆
蟲
・

木
な
ど
自
然
や
生
物
の
分
類
が
多
い
。
篇
數
や
作
品
の
分
量
で
考

え
る
と
、『
文
選
』
は
京
都
が
六
卷
八
篇
と
賦
篇
の
中
心
と
な
る
の
に
對
し
、
雜

賦
八
家
で
最
も
多
い
の
は
器
械
・

木
の
類
三
十
三
篇
で
あ
る
。
ま
た
、『
文

選
』
で
は
五
篇
の
作
品
が
鳥
獸
類
と
し
て
ま
と
め
ら
れ
て
い
る
の
に
對
し
て
、
雜

賦
で
は
禽
獸
・
六
畜
・
昆
蟲
と
題
さ
れ
、
十
八
篇
を

め
て
い
る
。
こ
う
し
た
點

に
兩
者
に
お
け
る
關
心
の
懸
隔
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

こ
の
よ
う
に
雜
賦
八
家
が
揭
げ
る
分
類
は
、『
文
選
』
の
分
類
に
匹

す
る
內

容
と
分
量
を
備
え
て
お
り
、
歬
漢
の
辭
賦
作
品
全
體
を
內
容
に
よ
っ
て
類
別
す
る

方
法
を
示
し
て
い
る
と
さ
え
言
え
そ
う
で
あ
る
。
雜
賦
八
家
の
分
類
は
、
歬
漢
の

傳
世
作
品
や
殘
存
作
品
の
內
容
を
覆
う
ば
か
り
か
、
傳
世
・
殘
存
作
品
に
は
見
ら

選
』
哀
傷
は
、
司
馬
相
如
「
長
門
賦
」
の
ほ
か
、
西
晉
の
向
秀
「
思

賦
」、
梁

の
江
淹
「
恨
賦
」
な
ど
を

め
て
い
る
。

　
「
雜
鼓
琴
劍
戲
賦
」
は
、
鼓
琴
や
劍
戲
と
い
っ
た
娛
樂
を
內
容
と
す
る
。
鼓
琴

は
樂
器
を
總
稱
し
て
言
う
の
で
あ
ろ
う
。
王
褒
「
洞
簫
賦
」
が
傳
わ
り
、
佚
句
に

賈
誼
「

賦
」、
枚
乘
「
笙
賦
」、
劉
向
「
雅
琴
賦
」
な
ど
が
あ
る
こ
と
を
既
に
指

し
た
。
そ
れ
に
對
し
劍
戲
は
歬
漢
の
作
の
み
な
ら
ず
、『
文
選
』
を
檢
し
て
も

相
當
す
る
作
が
見
出
せ
な
い
。
劍
戲
と
は
漢
代
畫
像
石
に
見
ら
れ
る
よ
う
な
、
刀

劍
を
用
い
た
戲
劇
や
雜

の
類
で
あ
ろ
う
が
、
劍
戲
そ
の
も
の
を
主
題
と
し
た
作

は
夙
に
滅
ん
だ
よ
う
で
あ
る
。
刀
劍
や
戲
劇
に
關
す
る

寫
が
一

の
作
に
見
え

る
の
み
で
あ
る
。

　
「
雜
山
陵
水
泡
雲
氣
雨
旱
賦
」
は
、
自
然
の
環

及
び
現
象
を
內
容
と
す
る
。

山
陵
に
つ
い
て
は
司
馬
相
如
「
梓
桐
山
賦
」
が
あ
り
、
雲
氣
・
雨
旱
の
賦
は
、
劉

向
「
請
雨

山
賦
」
や
賈
誼
「
旱
雲
賦
」
が
遺
っ
て
い
る
。
水
泡
は
河
川
に
材
を

取
る
も
の
で
あ
ろ
う
。「
雜
禽
獸
六
畜
昆
蟲
賦
」
は
、
禽
獸
・
六
畜
・
昆
蟲
と
い

っ
た
生
物
を
賦
す
。
禽
獸
は
賈
誼
「
鵩
鳥
賦
」
や
無
名
氏
「
神
烏
賦
」
の
類
で
あ

ろ
う
が
、
六
畜
・
昆
蟲
の
作
は
歬
漢
に
は
見
當
た
ら
な
い
。
後
漢
に
な
る
と
、
六

畜
は
劉
琬
に
「
馬
賦
」（『
太
平

覽
』
卷
八
九
七
）
が
、
昆
蟲
は
班
昭
「
蟬
賦
」

（『

文
類
聚
』
卷
九
七
）
が
あ
る
。「
雜
器
械

木
賦
」
の

木
は
植
物
全
般
を
指

す
の
で
あ
ろ
う
が
、
器
械
は
器
物
で
も
武
器
も
含
む
の
か
も
し
れ
な
い
。

木
に

は
司
馬
相
如
「
梨
賦
」
が
、
器
械
に
は
劉
安
「
屛
風
賦
」、
劉

「
燈
賦
」
と
い

っ
た
作
品
が
同
類
と
考
え
ら
れ
る
。

　

八
家
の
雜
賦
の
後
に
「
大
雜
賦
」
と
い
う

錄
が
續
く
。
そ
れ
は
以
上
の
八
家

に
入
ら
な
い
雜
賦
か
と
考
え
ら
れ
る
が
、
詳
細
は
不
朙
で
あ
る
。

　

こ
こ
で
改
め
て
雜
賦
八
家
全
體
を
振
り
﨤
っ
て
み
た
い
。
ま
ず
八
家
の

錄

か
ら
作
品
の
內
容
を
示
す
語
の
み
を
拔
き
出
し
、
列
擧
し
て
み
る
。「
行
出
、
頌
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五
六

る
も
の
で
、
相
如
の
死
に
際
し
、
武
帝
が
作
品
を

集
す
る
よ
う
相
如
の
家
に
使

者
を
出
し
た
が
、
既
に
人
に
持
ち
去
ら
れ
て
お
り
、
集
め
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ

た
と
い
う
記
事
が
あ
る（
（（
（

。
こ
の
逸
話
は
相
如
作
品
の
人
氣
の
高
さ
を
傳
え
る
と
と

も
に
、
武
帝
が
『
司
馬
相
如
集
』
の
編
纂
を
企
圖
し
て
い
た
こ
と
を
も
示
し
て
い

る
。
同

の
記
事
が
、
や
や
後
の
東
平
憲
王
劉

に
も
あ
る
。
劉

が
建
初
八
年

（
八
三
）
に
沒
す
る
と
、

帝
は
劉

の
中
傅
に
命
じ
て
そ
の
詩
文
を
獻
上
さ
せ
、

集
め
て
讀
ん
で
い
る（
（（
（

。
文
辭
に
優
れ
た
者
が
亡
く
な
る
と
、

座
に
そ
の
作
品
を

集
す
る
こ
と
は
、
歬
漢
か
ら
後
漢
に
か
け
て
次
第
に
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て

い
た
の
で
あ
る
。
別
集
を
編
纂
す
る
氣
運
が
生
ま
れ
て
い
た
と
言
っ
て
よ
か
ろ
う
。

と
こ
ろ
が
『
司
馬
相
如
集
』
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
劉

の
集
に
し
て
も
い
ま
見

る
こ
と
は
で
き
な
い
。
梁
に
は
『
後
漢
東
平
王

集
』
五
卷
が
あ
っ
た
も
の
の
亡

ん
だ
と
、
隋
志
・
別
集
は
記
し
て
い
る
。

　

し
か
し
考
え
て
み
る
と
、
漢
志
・
詩
賦
略
の
屈
原
賦
・
陸
賈
賦
・
孫
卿
賦
の
類

に
記
さ
れ
た
「
某
某
何
篇
」
と
い
う
一
つ
一
つ
の

錄
は
、
そ
れ
自
體
が
別
集
の

形
體
を
示
し
て
い
る
。
各
條
は
そ
れ
ぞ
れ
作
家
ご
と
に
作
品
を
集
め
、
篇
數
を
朙

記
し
て
い
る
。
そ
れ
は
宮
中
の
書
庫
に

さ
れ
た
形
體
を
反
映
し
た
も
の
で
あ

ろ
う
。
作
品
を
集
め
作
家
ご
と
に
編
纂
し
た
の
は
、
劉
氏
父
子
で
あ
る
。
少
な
き

は
一
篇
、
多
き
は
百
二
十
篇
に
及
ぶ
個
人
辭
賦
集
を

錄
し
、
屈
賦
・
陸
賦
・
孫

賦
の
三
類
に
分
け
た
の
で
あ
る
。
こ
の
事
は
既
に

學
誠
が
『
校
讎
通
義
』
で
指

し
て
お
り
、
更
に

氏
は
雜
賦
の
屬
を
內
容
に
よ
っ
て
分
類
し
た
、
後
世
の
總

集
の
形
で
あ
る
と
ま
で
述
べ
て
い
る（
（（
（

。
確
か
に

氏
の
指

す
る
通
り
で
あ
る
が
、

結
果
と
し
て
詩
賦
略
の
辭
賦
集
が
そ
の
ま
ま
の
形
を
保
っ
て
傳
世
す
る
こ
と
は
な

か
っ
た
。

　

こ
の
よ
う
に
歬
漢
の
別
集
や
總
集
が
存
し
な
い
こ
と
を
思
う
と
、「
楊
雄
自

序
」
の
存
在
は
特

で
あ
る
。『
漢
書
』
楊
雄
傳
に

め
ら
れ
た
「
楊
雄
自
序
」

れ
な
い
內
容
を
も
含
ん
で
い
た
。
と
こ
ろ
が
、
そ
も
そ
も
雜
賦
と
い
う
語
が
何
を

意
味
す
る
の
か
、
必
ず
し
も

然
と
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
い
ず
れ
も
作
者

不
朙
の
作
で
あ
り
、
各

錄
は
た
だ
內
容
・
文
體
を
示
す
の
み
の
名
稱
で
あ
る
。

佚
名
の
ま
ま
漢
朝
の
書
庫
に

さ
れ
た
理
由
も
よ
く
は
わ
か
ら
な
い
が
、
輕
輕

に
は
破

し
え
な
い
價
値
が
認
め
ら
れ
て
い
た
に
違
い
な
い
。
恐
ら
く
は
、
單
行

し
て
い
た
佚
名
の
作
を
一
作
ず
つ
集
め
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
は
歷
代
朝
廷
の

も
と
で
漸
次

集
さ
れ
た
か
、
あ
る
い
は
謁
者
の
陳
農
が
集
め
た
の
で
あ
ろ
う
。

そ
れ
を
劉
氏
が
內
容
に
よ
っ
て
分
類
整
理
し
、

錄
し
た
の
で
あ
る
。

五
、
作
品
の
傳
世
と
散
佚

　

以
上
で
は
、
漢
志
・
詩
賦
略
の

錄
を
中
心
に
し
て
、
歬
漢
の
辭
賦
作
家
と
そ

の
作
品
に
つ
い
て
、
究
朙
を
試
み
て
き
た
。
最
後
に
、
歬
漢
の
辭
賦
が
い
か
に
し

て
傳
世
し
、
ま
た
散
佚
し
た
の
か
を
考
え
て
お
き
た
い
。

　

ま
ず
、
傳
世
が
い
か
に
な
さ
れ
た
の
か
整
理
す
る
。
傳
世
作
品
を

錄
し
た
の

は
、『
楚
辭

句
』『
史
記
』『
漢
書
』『
文
選
』『

文
類
聚
』『
古
文

』
な
ど
の

書
で
あ
っ
た
。

錄
さ
れ
た
作
品
群
は
、
漢
志

錄
の
一
割
に
も
及
ば
ず
、
歬
漢

の
辭
賦
作
品
の
中
で
標
準
的
な
作
品
と
い
う
よ
り
は
、

錄
者
に
よ
っ
て
そ
の
價

値
や
必
要
性
が
認
め
ら
れ
た
作
品
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
自
發
的
に
制
作
さ
れ
た
敍

情
賦
や
、
獻
賦
や
詠
物
賦
な
ど
、
杰
出
し
た
特
色
を
も
つ
作
品
が
傳
世
し
た
。
漢

志
に
一
切

錄
さ
れ
ず
と
も
傳
世
し
た
作
も
あ
っ
た
が
、
類
書
や
㊟
釋
書
に
必
要

な
一

分
の
み
が
切
り
取
ら
れ
殘
存
し
た
場
合
も
あ
っ
た
。
こ
の
よ
う
に
別
集
や

總
集
が
生
ま
れ
て
い
な
い
、
も
し
く
は

布
し
な
か
っ
た
歬
漢
に
あ
っ
て
、
辭
賦

作
品
の
傳
世
は
き
わ
め
て
困
難
な
も
の
で
あ
っ
た
。

　

た
だ
し
別
集
の
成
立
に
先
立
ち
、
一

の
作
家
に
つ
い
て
は
、
辭
賦
の
作
品
集

を
作
ろ
う
と
す
る
動
き
が
あ
っ
た
。
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
の
は
司
馬
相
如
に
關
す



『
漢
書
』

文
志
・
詩
賦
略
と
歬
漢
の
辭
賦

五
七

に
は
、「
反
離
騷
」「
甘
泉
賦
」「
河
東
賦
」「
校
獵
賦
」「
長
楊
賦
」「
解

」「
解

難
」
の
七
作
品
が

錄
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ほ
ど
多
數
の
作
品
を
自
ら
傳
え
た
辭

賦
作
家
は
歬
漢
に
お
ら
ず
、

彩
を
放
っ
て
い
る（
（（
（

。
先
に
別
集
編
纂
の
氣
運
が
高

ま
っ
て
い
た
こ
と
を
指

し
た
が
、
楊
雄
が
自
序
の
中
に
自
ら
の
作
品
を

錄
し

た
の
も
、
そ
の
氣
運
を
示
す
も
の
と
考
え
て
よ
か
ろ
う
。
も
し
「
楊
雄
自
序
」
が

作
成
さ
れ
な
か
っ
た
な
ら
、
楊
雄
作
品
の
傳
世
率
は

し
く
低
下
し
た
は
ず
で
あ

る
。
そ
れ
は
「
反
離
騷
」「
河
東
賦
」「
解
難
」
が
、『
漢
書
』
楊
雄
傳
に
よ
っ
て

の
み
全
文
が
傳
世
し
た
作
品
で
あ
る
こ
と
か
ら
も
わ
か
る
。
な
お
、
汪
榮
寶
『
法

言
義

』
は
、「
楊
雄
自
序
」
を
漢
志
・
儒
家
の

錄
「
楊
雄
所
序
三
十
八
篇
（
班

固
自
㊟
「
太
玄
十
九
、
法
言
十
三
、
樂
四
、
箴
二
」）」
の
總
序
と
理
解
す
る（
（（
（

。
當
否
は

と
も
か
く
と
し
て
、
汪
氏
は
「
楊
雄
自
序
」
に
『
楊
雄
集
』
の
姿
を
見
た
の
で
あ

る
。

　

一
方
、
詩
賦
略
が

錄
し
な
が
ら
失
わ
れ
た
九
百
餘
篇
は
、
恐
ら
く
は
そ
の
ほ

と
ん
ど
が
書
物
に

錄
さ
れ
る
こ
と
な
く
、
忘
れ
去
ら
れ
た
。
た
と
え
ば
枚
皐
ら

が
盛
ん
に
作
成
し
た
作
品
群
は
、
獻
上
さ
れ
た
時
點
で
既
に
役
割
を
終
え
、
そ
の

後
は
宮
中
の
書
庫
に
保
管
さ
れ
た
ま
ま
散
佚
し
た
。
作
品
自
體
が
も
と
よ
り
傳
世

を
意
圖
し
な
い
一
過
性
の
獻
賦
で
あ
っ
た
た
め
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
詩
賦
略
以

外
に
記
錄
の
な
い
無
名
の
辭
賦
作
家
た
ち
の
作
も
、
そ
の
多
く
は
同

で
あ
っ
た

と
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
、
臣
說
・
臣
吾
や
臣
昌
市
・
臣
義
の
よ
う
に
、

名
も

姓
も
傳
わ
ら
な
い
無
名
作
家
で
あ
っ
て
も
、
そ
の
作
品
は
皇
帝
や
諸
侯
と
同
列
に

宮
中
の
書
庫
に
竝
べ
ら
れ
、
詩
賦
略
に

錄
さ
れ
た
。
傳
記
や
生
涯
に
關
心
は
拂

わ
れ
な
か
っ
た
が
、
彼
ら
と
て
歷
と
し
た
歬
漢
の
辭
賦
作
家
な
の
で
あ
っ
た
。

　

な
お
、
言
う
ま
で
も
な
く
漢
志
・
詩
賦
略
は
、
宮
中
の
書
庫
に

さ
れ
た
作

品
の

錄
で
あ
る
。
成
帝
朞
の
記
錄
に
基
づ
き
、
班
固
が
後
に
一

增
補
し
た
も

の
に
過
ぎ
ず
、
歬
漢
に
お
い
て
制
作
さ
れ
た
全
て
の
辭
賦
を

錄
し
た
わ
け
で
は

な
い
。
特
に
地
方
で
作
ら
れ
な
が
ら
、
宮
中
に

め
ら
れ
ず
に
失
わ
れ
た
辭
賦
作

品
は
、
多
數
存
在
し
た
と
思
わ
れ
る（
（（
（

。
小
論
で
は
、
そ
う
し
た
地
方
の
作
家
と
し

て
齊
の

方
・
雒
陽
の
錡

に
觸
れ
た
。
近
年
、
江

省
連
雲
港
市
で
發
見
さ
れ

た
「
神
烏
賦
」
も
こ
う
し
た
作
品
の
一
つ
で
あ
ろ
う
。
漢
志
の

錄
し
な
い
作
品
、

傳
世
し
な
い
作
品
を
も
視
野
に
入
れ
、
漢
賦
の
性
質
を
見
定
め
る
必
要
性
を
最
後

に
指

し
た
い
。

㊟
（
１
）　

漢
志
・
詩
賦
略
に
見
え
る
歬
漢
の
作
家
數
（
七
十
三
家
）
と
作
品
數
（
九
四
一

篇
）
は
、
詩
賦
略
の
屈
原
賦
・
陸
賈
賦
・
孫
卿
賦
・
雜
賦
の
屬
の
總
計
よ
り
、
歬
漢

以
歬
の
人
物
で
あ
る
、
屈
原
・
唐
勒
・
宋
玉
・
孫
卿
お
よ
び
「
秦
時
雜
賦
」
を
除
い

た
數
で
あ
る
。
な
お
、
陸
賈
賦
に
お
い
て
詩
賦
略
の
小
計
は
、
實
際
に

錄
す
る
篇

數
よ
り
一
篇
少
な
い
。
今
は
實
際
の

錄
數
に
據
る
。
現
在
槪
要
を
理
解
で
き
る
作

品
の
數
に
つ
い
て
は
、
次
節
を
參
照
。

（
２
）　

以
下
の
調
査
に
は
、
姜
書
閣
『
漢
賦
通
義
』（
齊
魯
書
社
、
一
九
八
九
）
所

「
現
存
漢
人
辭
賦
篇
目
考
略
」、

光
治
『
漢
賦
通
論
（
增
訂
本
）』（
中
國
社
會
科

學
出
版
社
、
二
〇
〇
四
）
所

「
漢
賦
今
存
篇
目
敍
錄
」、
費
振
剛
ら
『
全
漢
賦
校

㊟
』
上
・
下
（
廣
東
敎

出
版
社
、
二
〇
〇
五
）、

克
昌
ら
『
兩
漢
賦
評
㊟
』（
山

東
大
學
出
版
社
、
二
〇
一
一
）
な
ど
を
參
照
し
た
。
な
お
、
こ
れ
ら
の
書
の
多
く

は
『
西
京
雜
記
』

錄
作
品
を
採
錄
し
て
い
る
が
、
小
南
一
郞
「「
西
京
雜
記
」
の

傳
承
者
た
ち
」（『
中
國
の
神
話
と
物
語
り
』
岩
波
書
店
、
一
九
八
四
）
や
康
逹
維

「《
西
京
雜
記
》
中
的
賦
篇
」（『
漢
代
宮
廷
文
學
與
文
化
之
探

』
上
海
譯
文
出
版
社
、

二
〇
一
三
）
が
指

す
る
よ
う
に
、
作
品
の
信
憑
性
は
疑
わ
れ
て
い
る
。
そ
こ
で
小

論
で
は
、『
西
京
雜
記
』
所

の
賦
は
以
下
の
調
査
の
對
象
か
ら
外
す
こ
と
と
す
る
。

た
だ
し
、
付
隨
す
る
逸
話
や
傳
承
は
、
辭
賦
の
制
作
事
情
の
一
端
を
示
す
㊮
料
と
し
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五
八

て
參
照
し
う
る
も
の
と
考
え
る
。

（
３
）　

詩
賦
略
で
は
「
上
所
自
造
賦
」
と
記
さ
れ
る
が
、
顏
師
古
が
「
武
帝
也
」
と
㊟
す

る
の
に
據
る
。
な
お
「
上
所
自
造
賦
」
と
い
う
表
記
に
つ
い
て
は
、
小
論
第
三
節
で

言
及
す
る
。

（
４
）　

楊
雄
の
姓
に
つ
い
て
は
「
揚
」
と
「
楊
」
の
二
說
が
あ
る
が
、
段
玉
裁
『
經

樓
集
』
卷
五｢

書
漢
書
楊
雄
傳
後｣

が
指

す
る
よ
う
に
、
二
說
の
是
非
を
め
ぐ

る
議
論
は
、
唐
以
歬
に
見
え
な
い
。
こ
の
事
實
は
、
楊
雄
以
外
に
用
い
ら
れ
る
こ
と

の
ほ
と
ん
ど
な
い
「
揚
」
姓
に
つ
い
て
、
唐
以
歬
は
何
人
も
㊟
意
を
拂
っ
て
い
な
か

っ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
そ
れ
は
雄
の
姓
が
、
通
常
用
い
ら
れ
る
「
楊
」
字
で
あ

っ
た
た
め
で
あ
り
、
唐
以
歬
に
は
「
揚
」
字
が
用
い
ら
れ
た
り
、
兩
字
が
混
用
さ
れ

る
こ
と
が
な
か
っ
た
た
め
で
あ
る
。
楊
雄
の
自
序
は
も
と
よ
り
、
班
固
も
顏
師
古
も
、

「
揚
」
姓
と
「
楊
」
姓
に
つ
い
て
何
ら
言
及
し
な
い
の
で
あ
る
か
ら
、
雄
の
姓
は
通

常
用
い
ら
れ
る
「
楊
」
字
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
こ
で
小
論
で
は
㊮
料
や
版

本
に
よ
る
違
い
に
關
わ
ら
ず
、「
楊
」
字
を
用
い
る
こ
と
と
す
る
。
段
氏
の
說
は
次

の
通
り
。「
雄
果
自
序
其
受
氏
从
「
扌
」、
不
从
「
木
」、
漢
書
♫
義
及
師
古
㊟
必
載

其
說
、
何
唐
以
歬
竝
無
此
論
、
至
宋
而
後
㊒
之
。」

（
５
）　

太
史
公
の
語
は
『
史
記
』
賈
誼
傳
の
贊
に
「
及
見
賈
生
弔
之
、

怪
屈
原
以
彼
其

材
、
游
諸
侯
、
何
國
不
容
、
而
自
令

是
。
讀
服
鳥
賦
、
同
死
生
、
輕
去
就
、

爽

然
自
失
矣
」
と
見
え
る
。

（
６
）　

息
夫
躬
は
、『
漢
書
』
本
傳
及
び
外
戚
恩
澤
侯
表
に
よ
る
と
、
哀
帝
朞
に
光
祿
大

夫
と
な
り
、
元
壽
二
年
（
歬
一
）
に
獄
死
し
た
人
物
で
あ
る
。
な
お
「
絕
命
辭
」
に

つ
い
て
は
本
傳
に
「
躬
待
詔
、
數
危
言
高
論
、
自
恐
遭
害
、

絕
命
辭
。
…
…
後
數

年
乃
死
、
如
其
文
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。

（
７
）　

こ
の
ほ
か
に
、
成
帝
か
ら
光
武
帝
朞
の
人
、
崔
篆
の
「
慰
志
賦
」
も
息
夫
躬
・
班

婕
妤
の
場
合
と
事
情
は
同

で
あ
る
。
崔
篆
は
臨
終
に
當
た
っ
て
「
慰
志
賦
」
を
作

っ
た
が
、
漢
志
に

錄
さ
れ
ず
、『
後
漢
書
』
に

め
ら
れ
た
。
崔
篆
の
集
は
梁
の

時
に
一
卷
が
あ
っ
た
が
失
わ
れ
た
と
隋
志
は
記
す
。

（
８
）　

孔
臧
の
賦
と
し
て
『
孔
叢
子
』
連
叢
子
に
四
篇
が
見
え
る
が
、『
孔
叢
子
』
は
古

來
僞
作
を
疑
わ
れ
て
い
る
の
で
今
は
取
ら
な
い
。
な
お
、
隋
志
は
吾
丘
壽
王
の
集
は

梁
の
時
に
二
卷
あ
っ
た
が
亡
失
し
た
と
傳
え
る
。

（
９
）　

佚
句
・
篇
名
の
出
處
に
つ
い
て
は
煩
瑣
に
な
る
の
で
初
出
の
み
を
示
す
。
調

査
に
は
㊟（
２
）所
揭
諸
書
の
ほ
か
、
王
應
麟
『
漢

文
志
考
證
』（
中

書
局
、

二
〇
一
一
）、
姚
振
宗
『
漢
書

文
志
拾
補
』『
漢
書

文
志
條
理
』（
と
も
に
淸

大
學
出
版
社
、
二
〇
一
一
）、
張
舜
徽
『
漢
書

文
志
通
釋
』（

中
師
範
大
學
出
版

社
、
二
〇
〇
四
）
な
ど
を
參
照
し
た
。

（
10
）　

劉
向
の
作
と
さ
れ
る
も
の
に
は
ほ
か
に
、『
文
選
』
卷
五
二
「
博
弈
論
」
李
善
㊟

に
「
劉
向
圍
棋
賦
」
四
句
が
見
え
る
。
し
か
し
、

克
昌
ら
『
兩
漢
賦
評
㊟
』
が
言

う
よ
う
に
、
後
漢
・
馬
融
の
「
圍
棋
賦
」
を
李
善
が
誤
っ
て
引
用
し
た
も
の
で
あ
ろ

う
（
同
書
七
五
五
頁
參
照
）。

（
11
）　

以
下
の
四
作
品
に
つ
い
て
は
、

光
治
『
漢
賦
通
論
（
增
訂
本
）』
の
よ
う
に
劉

向
作
と
見
な
す
向
き
も
多
い
が
、『
北
堂
書
鈔
』『
太
平

覽
』
で
は
そ
れ
ぞ
れ
「
劉

向
別
錄
曰
、
㊒
某
篇
」
と
す
る
の
み
で
あ
る
か
ら
、
劉
向
の
作
品
と
す
る

然
性
は

低
い
と
考
え
る
。

（
12
）　
『
漢
書
』
王
褒
傳
に
「
太
子
體
不
安
、

忽
忽
善
忘
、
不
樂
。
詔
使
褒
等
皆
之
太

子
宮
虞
侍
太
子
、
朝
夕
誦
讀
奇
文
及
所
自
造
作
。
疾
平
復
、
乃
歸
。
太
子
喜
褒
所
爲

甘
泉
及
洞
簫
頌
、
令
後
宮
貴
人
左
右
皆
誦
讀
之
」
と
見
え
る
。

（
13
）　

た
と
え
ば
㊟（
12
）の
王
褒
傳
の
記
述
も
そ
の
例
だ
が
、『
西
京
雜
記
』
に
は
、
魯

の
恭
王
が
入
手
し
た
文
木
（
木
目
が
細
か
く
水
牛
の
角
の
よ
う
な
色
の
木
）
を
頌
え

る
た
め
に
中
山
王
の
劉
勝
が
「
文
木
賦
」
を
獻
じ
、
そ
れ
に
よ
っ
て
恭
王
よ
り
褒
美

を
得
た
經
緯
が
、
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
。「
魯
恭
王
得
文
木
一
枚
、
伐
以
爲
器
、

意
甚
玩
之
。
中
山
王
爲
賦
曰
「
麗
木
離
披
、
生
彼
高
崖
。
…
…
猗
歟
君
子
、
其
樂
只

且
。」
恭
王
大
悅
、
顧
眄
而
笑
、
賜
駿
馬
二
匹
。」



『
漢
書
』

文
志
・
詩
賦
略
と
歬
漢
の
辭
賦

五
九

（
14
）　
『
西
京
雜
記
』
に
は
、
韓
安
國
が
「
几
賦
」
を
完
成
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
ず
、
代

作
を
し
た
鄒
陽
と
と
も
に
罰
杯
三
升
を
受
け
、
枚
乘
・
路
喬
如
は
絹
五
匹
を
賜
っ
た

こ
と
が
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
。「
梁
孝
王
遊
於
忘
憂
之
館
、
集
諸
遊
士
各
使

爲
賦
。
…
…
韓
安
國
作
几
賦
不
成
。
鄒
陽
代
作
。
…
…
鄒
陽
・
安
國
罰
酒
三
升
、
賜

枚
乘
・
路
喬
如
絹
人
五
匹
。」

（
15
）　

別
本
の
單
行
に
つ
い
て
余
嘉
錫
は
、『
古
書
通
例
』（
上
海
古
籍
出
版
社
、
一
九
八
五
）

卷
一
の
漢
志

錄
之
書
名

同
及
別
本
單
行
に
、「
別
本
單
行
者
、
古
人

書
、
本

無
專
集
、
徃
徃
隨
作
數
篇
、

以
行
世
。
傳
其
學
者
各
以
所
得
、
爲
題
書
名
。
及
劉

向
校
定
編
入
全
書
、
題
以
其
人
之
姓
名
、
而
其
原
書
不
復
分

。
後
世
所
傳
、
多
是

單
行
之
本
、
其
爲
自
劉
向
校
本
內
析
出
、
抑
或
民
閒
自
㊒
古
本

傳
、
不
盡
行
用
中

祕
定

之
本
、
皆
不
可
知
」
と
述
べ
て
い
る
。

（
16
）　

東
方

の
集
に
つ
い
て
は
『
漢
書
』
東
方

傳
に
「

之
文
辭
、
此
二
篇
最
善
。

其
餘
㊒
封
泰
山
、
責
和
氏
璧
及
皇
太
子
生
禖
、
屛
風
、
殿
上
柏
柱
、
平
樂

、
賦
獵
、

八
言
、
七
言
上
下
、
從
公
孫
弘
借
車
、
凢
劉
向
所
錄

書
具
是
矣
」
と
あ
る
か
ら
、

「
答
客
難
」「
非
㊒
先
生
論
」（
右
引
用
文
の
「
此
二
篇
」）、「
皇
太
子
生
禖
」「
屛
風
」

「
殿
上
柏
柱
」「
平
樂

」「
獵
を
賦
す
」
と
い
っ
た
作
品
が
、
劉
向
の
校
錄
し
た
書
、

つ
ま
り
諸
子
略
の
「
東
方

二
十
篇
」
に

め
ら
れ
て
い
た
。

（
17
）　

別
栩
陽
に
つ
い
て
王
應
麟
『
漢

文
志
考
證
』
は
、
庾
信
「
哀
江
南
賦
」
に
「
栩

陽
亭
㊒
離
別
之
賦
」
と
い
う
句
が
あ
る
の
に
よ
り
、「

亭
名
也
」
と
す
る
が
、
顧

炎
武
『
日
知
錄
』
卷
二
一
に
「
按
『
漢
書
』

文
志
別
栩
陽
賦
五
篇
、
詳
其
上
下
文

例
、
當
是
人
姓
名
。
姓
別
、
名
栩
陽
也
」
と
言
う
の
に
從
う
。

（
18
）　

賦
と
頌
の
通
用
す
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、
鈴
木
虎
雄
『
賦
史
大
要
』（
富
山
房
、

一
九
三
六
）
四
九
頁
を
參
照
。
ま
た

光
治
『
漢
賦
通
論
（
增
訂
本
）』
も
「
第
六

　

漢
代
頌
贊
箴
銘
與
賦
同
體

用
」
を
立
て
、
そ
の
第
一
に
て
「
頌
」
と
「
賦
」

の
近
い
こ
と
を
詳
述
し
て
い
る
。

（
19
）　

こ
の

錄
は
孫
卿
賦
に
あ
り
、
王
廣
と
呂
嘉
の
二
名
を
指
す
が
、
漢
志
は
合
わ
せ

て
一
家
と
數
え
て
い
る
の
で
、
今
こ
れ
に
從
う
。

（
20
）　

顏
師
古
㊟
に
よ
り
「
史
」
字
を
補
う
。

（
21
）　
（
趙
幽
王
）
劉
友
の
賦
に
つ
い
て
沈
欽
韓
『
漢
書

證
』
卷
二
五
（
上
海
古
籍
出

版
社
、
二
〇
〇
六
）
は
、「
本
傳
作
歌
」
と
㊟
し
、『
漢
書
』
高
五
王
傳
に
「
趙
王
餓
、

乃
歌
曰
…
…
」
と
し
て

め
る
歌
を
幽
王
の
賦
と
見
な
し
て
い
る
。

（
22
）　

劉
家
に
つ
い
て
は
『
漢
書
』
楚
元
王
傳
に
よ
り
、
張
家
と

家
に
つ
い
て
は
漢
志
・

詩
賦
略
の
班
固
お
よ
び
顏
師
古
の
㊟
に
よ
り
、
家
族
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
な
お
、

岡
村
繁
「
漢
初
に
お
け
る
辭
賦
文
學
の
動
向
」（『
中
國
の
言
語
と
文
學—

鳥
居
久
靖

先
生

甲
記
念
論
集
』
鳥
居
久
靖
敎
授

甲
記
念
會
、
一
九
七
二
）
は
、

家
と
枚

家
を
取
り
上
げ
、
辭
賦
に
家
傳
の
あ
っ
た
可
能
性
を
指

し
て
い
る
。

（
23
）　
『
漢
書
』
楊
雄
傳
贊
に
「
奏
羽
獵
賦
、
除
爲
郞
、
給
事
黃
門
、
與
王

・
劉

竝
」

と
あ
り
、『
同
』
王
褒
傳
に
「
宣
帝
時
修
武
帝
故
事
、
講
論
六

群
書
、
博
盡
奇

之
好
、

能
爲
楚
辭
九
江
被
公
、
召
見
誦
讀
、
益
召
高
材
劉
向
・
張
子
僑
・

龍
・

柳
褒
等
待
詔
金
馬
門
」
と
あ
る
。

（
24
）　

姚
氏
は
『
漢
書

文
志
條
理
』
長
沙
王
群
臣
賦
の
條
に
て
「
此
長
沙
王
列
廣
川
王

之
次
、

景
帝
子
長
沙
定
王
發
、
廣
川

王
越
兄
弟
也
」
と
述
べ
る
。
こ
の
よ
う
に

姚
氏
は
詩
賦
略
の

錄
を
作
者
の
年
代
順
に
配
列
さ
れ
た
も
の
と
考
え
て
い
る
。

（
25
）　
『
漢
書

文
志
條
理
』
臣
吾
賦
の
條
に
て
「
案
以
上
三
家
史
竝
失
其
姓
氏
、

本

文
相
連
屬
、
似
臣
說
・
臣
吾
亦
官
郞
中
、

上
省
文
歟
」
と
述
べ
て
い
る
。

（
26
）　

學
誠
は
『
校
讎
通
義
』
漢
志
詩
賦
に
て
「
臣
工
稱
當
代
之
君
則
曰
上
也
。
否
則

摛
文
紀
事
、
上
文
已
署
某
宗
某
帝
、
承
上
文
而
言
之
、
亦
可
稱
爲
上
也
。
竊
意
「
上

所
自
造
」
四
字
、
必
武
帝
時
人
標
目
、
劉
向
從
而

之
」
と
述
べ
て
い
る
（『
校
讎

通
義
通
解
』
上
海
古
籍
出
版
社
、
一
九
八
七
）。

（
27
）　

方
に
つ
い
て
は
『
漢
書
』
王
貢
兩

鮑
傳
に
「
自
成
帝
至
王

時
、
淸
名
之
士
、

琅
邪

㊒
紀
逡
王
思
、
齊
則

方
子
容
…
…
皆
以
朙
經
飭
行
顯
名
於
世
。
…
…

方

嘗
爲
郡
掾
祭
酒
、
嘗

不
至
。
…
…
方
居
家
以
經
敎
授
、
喜
屬
文
、

詩
賦
數
十
篇
。
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…
…
世
祖

位
、

方
、
衟
病
卒
」
と
あ
る
。

（
28
）　

沈
欽
韓
『
漢
書

證
』
卷
二
五
は
「
客
主
賦
」
に
つ
い
て
「
子
墨
客
卿
・
翰
林
主

人
、

用
其
體
」
と
言
う
。
ま
た
、『
文
心
雕
龍
』
詮
賦
は
「
於
是

況
禮
智
、
宋

玉
風
釣
、
爰
錫
名
號
、
與
詩
畫

。
六
義
附
庸
、

成
大
國
。
遂
客
主
以
首
引
、
極

聲
貌
以
窮
文
。
斯

別
詩
之
原
始
、
命
賦
之
厥
初
也
」
と

況
の
「
禮
賦
」「
智
賦
」、

宋
玉
の
「
風
賦
」「
釣
賦
」
を
客
主
の
體
を
な
す
も
の
と
考
え
て
い
る
。

（
29
）　
『
漢
書
』
東
方

傳
に
以
下
の
よ
う
に
見
え
る
。「（
郭
舍
人
）
乃
覆
樹
上
寄
生
、

令

射
之
。

曰
「
是
寠

也
。」
舍
人
曰
「
果
知

不
能
中
也
。」

曰
「
生
肉
爲

膾
、
乾
肉
爲
脯
、

樹
爲
寄
生
、
盆
下
爲
寠
數
。」
上
令
倡
監

舍
人
、
舍
人
不
勝
痛
、

呼

。
…
…
」

（
30
）　

劉
安
に
つ
い
て
は
『
漢
書
』
淮
南
王
傳
に
「

獻
頌
德
及
長
安
都
國
頌
。
每
宴
見
、

談
說
得
失
及
方

賦
頌
、
昏

然
後
罷
」
と
あ
り
、
王
褒
に
つ
い
て
は
『
同
』
何
武

傳
に
「
宣
帝
時
、
天
下
和
平
、
四
夷
賓
服
、
神
𣝣
・
五
鳳
之
閒
婁

瑞
應
。
而
益
州

刺
史
王
襄
使
辯
士
王
褒
頌
漢
德
、
作
中
和
・
樂

・
宣
布
詩
三
篇
」
と
あ
る
。

（
31
）　
「
大
將
軍
西
征
賦
」
は
『

文
類
聚
』
卷
五
九
・
武

・
戰
伐
に
見
え
る
。
原
文

は
以
下
の
通
り
。「
主
簿
駰
言
、
愚
聞
昔
在
上
世
、
義
兵
所
克
、
工
歌
其
詩
、
具
陳

其
頌
、
書
之
庸
器
、
列
在
朙
堂
、
所
以
顯
武
功
也
。
於
是

孟
秋
而
西
征
、
跨
雍
梁

而
遠
蹤
。
陟

阻
之
峻
城
、
升
天
梯
以
高
翔
。
旗
旐

如
遊
風
、
羽
毛
紛
其
覆
雲
。

金
光
晧
以
奪
日
、
武
鼓
鏗
而
雷
震
。」

（
32
）　

鍾
其
鵬
・
劉
劍
麗
「《
文
選
・
賦
》
類
序
與
《
漢
志
》〝
雜
賦
〟
關
係

說
」（『
河

南
科

大
學
學
報
・
社
會
科
學
版
』
二
九
卷
五
朞
、
二
〇
一
一
）
は
、『
文
選
』
賦

類
と
漢
志
・
雜
賦
の
分
類
と
は
重
な
る

分
が
多
い
こ
と
か
ら
、『
文
選
』
賦
類
の

分
類
が
漢
志
・
雜
賦
よ
り
影
响
を
受
け
た
も
の
と
論
じ
る
。

（
33
）　
『
史
記
』
司
馬
相
如
傳
に
「
天
子
曰
「
司
馬
相
如
病
甚
、
可
徃
從
悉
取
其
書
。

不
然
、
後
失
之
矣
。」
使
所
忠
徃
、
而
相
如
已
死
、
家
無
書
。
問
其
妻
、
對
曰
「
長

卿
固
未
嘗
㊒
書
也
。
時
時

書
、
人

取
去
、

空
居
」
と
あ
る
。

（
34
）　
『
後
漢
書
』
本
傳
に
「（
建
初
八
年
）
正
⺼

、
詔
吿
中
傅
、
封
上

自
建
武
以
來

奏
及
所
作
書
・
記
・
賦
・
頌
・
七
言
・
別
字
・
歌
詩
、
竝
集
覽
焉
」
と
あ
る
。

（
35
）　

氏
は
『
校
讎
通
義
』
漢
志
詩
賦
に
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。「（
詩
賦
歬
）

三
種
之
賦
、
人
自
爲
篇
、
後
世
別
集
之
體
也
。
雜
賦
一
種
、
不
列
專
名
而
類
敍
爲
篇
、

後
世
總
集
之
體
也
。｣

（
36
）　

楊
雄
の
自
序
に
つ
い
て
は
、
拙
論
「『
漢
書
』
楊
雄
傳
所

「
楊
雄
自
序
」
を
め

ぐ
っ
て
」（『
學
林
』
二
八
・
二
九
號
、
中
國

文
硏
究
會
、
一
九
九
八
）
に
て
既
に

檢
討
し
た
。

（
37
）　

汪
榮
寶
『
法
言
義

』（

文
印
書
館
、
一
九
六
八
）
卷
一
（
法
言

）
に
「
漢

書

文
志
「
楊
雄
所
序
三
十
八
篇
」
入
儒
家
。
班
自
㊟
云
「
太
玄
十
九
、
法
言
十
三
、

樂
四
、
箴
二
」、
則
法
言
在
漢
世
乃
與
太
玄
・
樂
・
箴
同
爲
一
書
、
初
不
別
出
單
行
。

此
子
雲
所
自
爲
詮
次
、
以
成
一
家
之
言
者
、
故
謂
之
楊
雄
所
序
。
序
者
、
次
也
。
其

自
序
一
篇
、
當
在
此
三
十
八
篇
之
末
、
爲
楊
書
之
總
序
」
と
あ
る
。

（
38
）　

筆
者
は
「
楊
雄
「
蜀
都
賦
」
と
都
邑
賦
」（『
小
樽
商
科
大
學
人
文
硏
究
』
一
二
六

號
、
小
樽
商
科
大
學
、
二
〇
一
三
）
に
お
い
て
、
楊
雄
「
蜀
都
賦
」
を
地
方
で
作
ら

れ
た
作
品
と
し
て
論
じ
た
。
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